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中
国
近
代
史
学
論
文
選
訳
注
（
続
二
）

―
唐
才
常
「
史
学
論
略
」
等
二
篇
―
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菜

は
じ
め
に

中
国
に
お
け
る
「
新
史
学
」
は
往
々
に
し
て
梁
啓
超
が
そ
の
開
山
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
に
先
ん
じ
て
新
た
な
歴
史
学
の
構
築
に
力
を
注

い
だ
人
物
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
唐
才
常
で
あ
る
。
彼

は
、
梁
啓
超
と
は
異
な
り
、「
民
族
」
や
「
国
民
」
の
歴
史
に
跼
蹐
し

な
い
、
い
わ
ば
世
界
主
義
的
な
歴
史
学
を
唱
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
日

本
人
と
の
関
わ
り
も
ま
た
深
か
っ
た
。

唐
才
常
（
一
八
六
七
―
一
九
〇
〇
年
）、
湖
南
省
瀏
陽
県
生
ま
れ
。

年
少
か
ら
読
書
を
好
み
、
譚
嗣
同
と
共
に
欧
陽
中
鵠
に
師
事
。

一
八
八
六
年
童
試
に
及
第
、
長
沙
の
嶽
麓
書
院
、
両
湖
書
院
等
に
学

び
、
の
ち
学
政
江
標
に
よ
っ
て
拔
貢
生
に
挙
げ
ら
れ
た
。
日
清
戦
後
、

変
法
を
志
し
、
巡
撫
陳
宝
箴
の
庇
護
の
も
と
、
九
六
年
よ
り
熊
希
齢
、

譚
嗣
同
ら
と
時
務
学
堂
、
南
学
会
の
設
立
を
行
い
、『
湘
学
報
』
や

『
湘
報
』
の
発
行
に
尽
力
し
た
。
九
八
年
の
戊
戌
政
変
に
よ
っ
て
六
君

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告　

四
十
六
号　

二
〇
二
二
年
三
月
発
行

訳　

注
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子
が
処
刑
さ
れ
、
康
有
為
、
梁
啓
超
が
日
本
に
逃
れ
る
と
、
発
憤
し
て

渡
日
。
日
本
で
康
、
梁
、
孫
文
等
と
会
見
し
、
や
が
て
康
、
梁
か
ら
資

金
を
得
て
、
自
立
軍
蜂
起
を
志
し
た
。
九
九
年
、
上
海
租
界
に
正
気

会
、
後
の
自
立
会
を
組
織
。
正
気
会
章
程
の
序
文
に
は
、「
我
が
種
族

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
必
ず
異
な
る
」、「
君
臣
の
義
は
ど
う
し
て
廃

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
い
う
矛
盾
し
た
言
葉
が
あ
り
、
革
命
派

か
ら
批
判
さ
れ
た
。
一
九
〇
〇
年
、
上
海
の
愚
園
に
中
国
国
会
を
開

き
、
会
長
容

、
副
会
長
厳
復
、
総
幹
事
唐
才
常
の
下
、
中
国
の
保

全
、
文
明
進
化
、
外
国
と
の
和
平
、
義
和
団
の
鎮
圧
、
光
緒
帝
復
辟
、

載
漪
・
剛
毅
の
否
認
等
を
掲
げ
た
。
唐
才
常
は
自
立
会
と
国
会
を
合
わ

せ
、
東
京
高
等
大
同
学
校
の
留
学
生
の
参
加
も
得
て
蜂
起
を
画
策
。
漢

口
の
英
国
租
界
に
自
立
軍
を
組
織
し
、
ま
た
会
党
と
も
連
携
し
た
が
、

資
金
到
着
の
遅
れ
や
計
画
の
漏
洩
に
よ
っ
て
、
同
年
八
月
、
張
之
洞
の

官
憲
に
逮
捕
さ
れ
、
二
〇
余
名
の
仲
間
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た）

1
（

。

本
稿
は
、
唐
才
常
が
一
八
九
七
年
四
月
か
ら
『
湘
学
報
』（
第
二
〇

期
ま
で
は
『
湘
学
新
報
』）
誌
上
に
、「
史
学
」
と
い
う
項
目
の
下
、
連

載
し
た
一
連
の
論
文
の
中
か
ら
、
そ
の
第
一
篇
「
史
学
論
略
」
を
取
り

上
げ
、
訳
注
を
施
し
て
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る）

2
（

。
変
法
運
動
の
一
つ

の
震
源
地
と
な
っ
た
湖
南
で
発
刊
さ
れ
た
『
湘
学
報
』
は
、『
時
務
報
』

等
と
並
ぶ
変
法
派
の
代
表
的
機
関
誌
で
あ
っ
た）

3
（

。
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
た

歴
史
論
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
一
斑
を
窺
い
た

い
。
ま
た
本
稿
は
、
こ
の
の
ち
一
八
九
九
年
一
一
月
に
唐
才
常
が
『
亜

東
時
報
』
第
一
七
号
誌
上
で
日
本
と
の
提
携
に
つ
い
て
論
じ
た
「
日
人

実
心
保
華
論
」
に
つ
い
て
も
、
訳
注
を
施
し
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。『
亜
東
時
報
』
は
日
清
貿
易
研
究
所
出
身
の
実
業
家
白
岩
龍
平
の

援
助
を
得
た
乙
未
会
（
の
ち
東
亜
同
文
会
）
が
創
刊
、
漢
詩
文
家
山
根

立
庵
が
編
輯
を
担
っ
た
雑
誌
で
、
唐
才
常
を
は
じ
め
、
章
炳
麟
、
畢
永

年
、
宋
恕
と
い
っ
た
中
国
側
人
士
も
こ
こ
に
集
っ
た）

4
（

。
果
た
し
て
唐
は

日
本
と
い
か
な
る
関
係
を
結
び
、
い
か
な
る
日
本
論
を
展
開
し
た
の

か
。
そ
の
一
端
を
探
り
た
い
。

第
一
章
に
示
す
「
史
学
論
略
」
は
、
の
ち
に
訳
出
す
る
通
り
、
い
わ

ば
中
西
古
今
の
歴
史
学
の
す
す
め
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
中
西

の
歴
史
書
を
羅
列
す
る
だ
け
の
よ
う
に
も
映
る
こ
の
史
論
の
主
眼
は
奈

辺
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
中
西
の
歴
史
を
調
和
さ

せ
、
変
法
に
よ
っ
て
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
大
同
の
世
の
実
現
を
見

通
す
、
世
界
主
義
的
歴
史
観
の
提
示
に
あ
っ
た
、
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
唐
は
康
有
為
の
直
接
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
康
に
私
淑
し
、

康
が
唱
え
た
孔
子
が
布
衣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
『
春
秋
』
を
著
し
、
古

に
託
し
て
制
度
を
改
め
、
世
界
を
拠
乱
世
か
ら
升
平
世
、
さ
ら
に
太
平

世
へ
と
導
こ
う
と
し
た
と
す
る
「
素
王
改
制
」、「
大
同
三
世
」
の
説
に
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共
鳴
し
て
い
た）

5
（

。
こ
の
「
史
学
論
略
」
の
所
論
も
、
こ
う
し
た
「
素
王

改
制
」
説
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
唐
才
常
の
所
論
で
康
有
為
以
上
に
際
立
つ
の
は
、
徹
底

し
て
中
学
を
西
学
に
付
会
し
、
両
者
を
対
等
に
扱
う
点
で
あ
る
。
な
か

で
も
顕
著
な
例
が
、『
春
秋
』
の
『
万
国
公
法
』
へ
の
付
会
で
あ
る）

6
（

。

唐
は
「
地
球
」
上
に
国
た
る
以
上
、「
夏
を
も
っ
て
夷
を
変
ず
」
と
い

う
態
度
は
も
は
や
通
用
し
な
い
と
し
て
、『
万
国
公
法
』
に
基
づ
く
世

界
秩
序
を
敢
然
と
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る）

7
（

。
い
わ
く
、『
万
国
公
法
』

に
せ
よ
『
春
秋
』
に
せ
よ
、「
文
明
」
と
「
野
蛮
」、「
華
」
と
「
夷
」

の
対
立
を
孕
み
つ
つ
も
、「
乱
を
撥お

さ

め
、
正
に
反か

え

す
」（
孔
子
が
『
春

秋
』
を
著
し
た
目
的
と
し
て
述
べ
た
語
）
こ
と
が
本
旨
で
あ
り
、
両
者

は
「
全
球
の
公
理
」
で
あ
る
と
し
て）

8
（

、
こ
れ
に
よ
る
太
平
世
の
実
現
を

目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
唐
才
常
の
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
が

牽
強
付
会
で
、
徹
底
性
に
欠
け
る
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た）

9
（

。
つ
ま
り
、

革
命
史
の
登
場
以
降
、
そ
の
西
洋
に
対
す
る
融
和
的
な
姿
勢
が
、
帝
国

主
義
へ
の
妥
協
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
唐
が
諸
外
国
に
対
す
る
不
遜
な
対
応
や
賄
賂
の
無
心
こ
そ
が
む
し

ろ
各
国
の
蔑
視
と
攻
撃
を
招
い
た
と
し
て
、『
万
国
公
法
』
す
な
わ
ち

『
春
秋
』
の
遵
守
を
求
め）

10
（

、
狭
隘
な
排
外
主
義
や
民
族
主
義
に
陥
る
こ

と
な
く
、
調
和
的
な
世
界
秩
序
の
構
築
を
目
指
し
て
自
己
変
革
を
説
い

た
こ
と
は
、
今
日
な
お
振
り
返
る
に
足
る
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
思
想
を
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
は
最
終
的

に
義
和
団
の
鎮
圧
、
な
ら
び
に
こ
れ
に
乗
じ
て
欧
米
列
国
に
宣
戦
を
布

告
し
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
刎
頸
の
友
譚
嗣
同
の
命
を
奪
っ
た
清
朝
保

守
派
の
打
倒
を
目
指
し
て
、
蜂
起
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
に
示
す
「
日
人
実
心
保
華
論
」
は
、
一
八
九
八
年
以
降
、
列

強
に
よ
る
「
瓜
分
」
の
危
機
が
一
層
強
ま
っ
た
の
ち
、
日
本
と
の
全
面

的
な
提
携
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
世
界
主
義
と
い
う
よ

り
も
、
ア
ジ
ア
主
義
が
唱
え
ら
れ
た
。

唐
才
常
と
日
本
と
の
関
わ
り
は
日
清
戦
争
時
期
に
遡
る
。
当
初
、
敗

戦
に
憤
り
を
抑
え
き
れ
な
か
っ
た
唐
で
あ
っ
た
が）

11
（

、
一
八
九
五
年
七
月

に
は
つ
と
に
黄
遵
憲
『
日
本
国
志
』
を
読
み
、
日
本
が
「
一
島
国
」
で

あ
り
な
が
ら
、
維
新
後
二
〇
年
で
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
に
驚
き
の
目

を
向
け
て
い
る）

12
（

。
九
七
年
以
降
は
『
湘
学
報
』
に
多
く
の
論
説
を
発
表

し
、
随
所
で
日
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る）

13
（

。
な
か
で
も
同
年
八
月
か

ら
連
載
し
た
「
日
本
安
政
以
来
大
事
略
述
」
で
は
、『
日
本
国
志
』
に

拠
り
つ
つ
、
日
本
が
夜
郎
自
大
に
陥
る
こ
と
な
く
、
中
国
や
西
洋
に
習

う
こ
と
を
恥
じ
な
か
っ
た
た
め
、
三
〇
年
で
東
亜
の
雄
国
に
な
っ
た
と

し
、
日
本
の
「
変
法
」
を
評
価
し
た）

14
（

。
こ
の
よ
う
な
日
本
に
対
す
る
関
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心
や
評
価
の
背
後
に
は
、「
吾
が
中
国
の
徐
福
既
に
東ひ

が
しし

よ
り
後
、
之

〔
日
本
〕
を
啓
く
」、「
之
れ
を
総
ぶ
る
に
、
日
本
土
人
、
我
と
同
種
な

り
」
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
日
本
に
対
す
る
特
別
な
親
近
感
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う）

15
（

。

さ
ら
に
、
こ
の
の
ち
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
の
租
借
地
獲
得
等
に
よ
っ
て

「
瓜
分
」
の
危
機
が
高
ま
る
と
、
唐
は
日
本
と
の
直
接
の
提
携
を
唱
え

る
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、
九
八
年
四
月
に
『
湘
報
』
に
発
表
し
た

「
論
中
国
宜
与
英
日
聯
盟
」
で
は
、
九
七
年
末
の
神
尾
光
臣
、
梶
川
重

太
郎
、
宇
都
宮
太
郎
の
湖
南
訪
問
を
受
け
て
、「
今
、
日
人
既
に
我
に

聯
盟
す
る
を
願
い
、
且
つ
密
に
中
、
英
を
聯
ね
て
相
い
椅
角
と
な
す
を

願
い
、
且
つ
性
命
死
生
を
ば
相
い
扶
持
す
る
を
願
わ
ば
、
千
載
一
遇
、

何
の
幸
い
か
之
れ
に
如し

か
ん
、
何
の
快
か
之
れ
に
如し

か
ん
」
と
大
い
に

賛
意
を
示
し
、
留
学
生
の
派
遣
等
を
通
じ
て
ま
ず
「
学
」
を
通
じ
る
こ

と
を
説
い
た）

16
（

。
ま
た
、
同
年
五
月
に
同
じ
『
湘
報
』
誌
上
に
発
表
し
た

「
論
興
亜
議
会
」
で
は
、
横
浜
大
同
学
校
の
校
長
徐
勤
か
ら
日
本
で
興

亜
義
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
湖
南
で
も
分
会
を
設
立
す
る

こ
と
を
建
議
し
た）

17
（

。
そ
し
て
、
こ
の
の
ち
戊
戌
政
変
が
お
こ
り
、
日
本

へ
の
渡
航
を
経
て）

18
（

、
帰
国
後
、
上
海
で
再
び
健
筆
を
揮
っ
た
の
が
『
亜

東
時
報
』
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
翌
年
の
自
立
軍
蜂
起
に
赴
く
ま
で
の
一
年
余
り
の
間

に
、
唐
は
本
稿
で
紹
介
す
る
「
日
人
実
心
保
華
論
」
の
他
、
七
篇
の
文

章
を
こ
の
『
亜
東
時
報
』
に
発
表
し
て
い
る
。
な
か
で
も
目
を
引
く
の

が
、
当
時
『
訳
書
公
会
報
』
等
の
日
本
語
翻
訳
者
と
し
て
上
海
に
あ
っ

た
安
藤
虎
雄
（
虎
男
と
も
、
号
は
陽
州
）
の
北
京
行
を
送
っ
た
「
送
安

藤
陽
州
君
入
燕
都
序
」
で
あ
る）

19
（

。
こ
こ
で
唐
は
、「
甲
午
の
戦
事
は
則

ち
以
て
亜
東
文
明
の
漸き

ざ
しを

啓
」
い
た
、
と
し
て
日
清
戦
争
を
再
評
価
し

つ
つ
、
さ
ら
に
「
自ち

か
ご
ろ頃

以
来
、
余
の
見
る
所
の
東
人
の
奔
走
喘
汗
し
、

乃な
ん
ぢの

心
中
国
に
あ
る
者
〔
中
国
に
心
を
寄
せ
る
も
の
〕、
百
十
人
〔
お

よ
そ
百
人
〕
を
下
ら
ず
」
と
述
べ
、「
中
国
を
視
る
こ
と
其
の
国
の
如
」

き
安
藤
お
よ
び
日
本
の
志
士
に
対
し
、「
独
り
国
界
有
る
を
知
ら
ざ
る

の
み
に
非
ず
、
即た

と

い
形
骸
〔
容
貌
〕
の
界
も
且
つ
之
を
忘
る
」
と
の
思

い
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る）

20
（

。
か
く
し
て
、
こ
の
の
ち
田
野
橘
次
や
井
上

雅
二
と
い
っ
た
日
本
の
志
士
と
と
も
に
、
唐
は
自
立
軍
蜂
起
へ
と
赴
く

の
で
あ
っ
た）

21
（

。
最
後
、
彼
が
処
刑
に
臨
ん
で
述
べ
た
言
葉
は
、「
中
国

時
事
日
び
壊
る
る
に
因
り
、
故
に
日
本
覆
幕
の
挙
動
に
效な

ら

い
、
以
て
皇

上
を
保
ち
て
復
権
せ
し
め
ん
と
す
。
今
既
に
敗
露
〔
発
覚
〕
す
れ
ば
、

死
有
る
の
み
」
で
あ
っ
た
と
い
う）

22
（

。

な
お
、
本
訳
注
の
「
は
じ
め
に
」
は
土
屋
が
執
筆
し
、
第
一
章
は

岸
、
鹿
島
、
付
が
、
第
二
章
は
高
、
潘
が
執
筆
し
、
土
屋
と
王
が
加
筆

修
正
を
施
し
た
。
ま
た
、
凡
例
的
な
こ
と
と
し
て
、
①
底
本
は
第
一
、
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翌
年
、
彼
の
文
集
『
覚
顛
冥
斎
内
言
』（
一
八
九
八
年
）
に
収
録
さ
れ
る

際
、
一
部
改
刪
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
史
学
論
略
」
に
改
め
ら
れ
た
。
な

お
、「
史
学
第
二
」
以
降
は
「
史
学
第
五
」
ま
で
連
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
副
題
は
「
論
最
古
各
国
政
学
興
衰
之
理
」、「
論
各
国
変
通
政
教
之
有
無

公
理
」、「
日
本
安
政
以
来
大
事
略
述
」、「
各
国
種
類
考
」
で
あ
る
。

（
3
）
た
だ
し
、『
湘
学
報
』
は
『
時
務
報
』
よ
り
学
術
性
が
強
か
っ
た
と
い

う
。
八
百
谷
晃
義
「《
湘
学
報
》
的
経
営
、
流
通
以
及
其
在
維
新
運
動
上

的
位
置
」（『
新
史
学
』
三
〇
巻
一
期
、
二
〇
一
九
年
）
は
、
こ
の
点
を
含

め
、
維
新
運
動
中
に
お
け
る
『
湘
学
報
』
の
位
置
づ
け
に
詳
し
い
。

（
4
）
戴
海
斌
「
山
根
立
庵
、
乙
未
会
与
『
亜
東
時
報
』」（『
復
旦
学
報
（
社

会
科
学
版
）』
五
九
巻
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
5
）
一
八
九
六
年
、
唐
才
常
は
、
北
京
で
梁
啓
超
か
ら
康
有
為
の
説
を
聞
き
、

「
は
じ
め
て
生
面
が
開
け
た
」
と
い
う
譚
嗣
同
か
ら
、
間
接
的
に
康
の
説

を
聞
い
て
い
る
。「
致
唐
才
常
二
」（
蔡
尚
思
・
方
行
編
『
譚
嗣
同
全
集

（
増
訂
本
）』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
五
二
八
―
五
三
〇
頁
。
ま
た
、

光
緒
二
三
年
（
一
八
九
七
年
）
六
、七
月
に
は
『
新
学
偽
経
考
』
を
、
翌

二
四
年
三
月
に
は
『
孔
子
改
制
考
』、『
春
秋
董
氏
学
』
を
初
め
て
読
み
、

す
ぐ
に
は
同
意
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
や
が
て
康
有
為
を
拝
服

す
る
こ
と
「
五
体
投
地
」
に
い
た
っ
た
と
い
う
。「
上
欧
陽
中
鵠
書
（
九
）」

（
中
華
書
局
編
集
部
編
『
唐
才
常
集
（
増
訂
本
）』、
中
華
書
局
、

二
〇
一
三
年
、
以
下
『
唐
才
常
集
』）、
五
三
一
―
五
三
三
頁
。

（
6
）
例
え
ば
、「
公
法
者
、
万
国
之
『
春
秋
』
也
」、「
吾
素
王
以
『
春
秋
』

為
公
法
」
等
と
見
え
る
。「
公
法
通
義
」（『
唐
才
常
集
』）、
九
六
頁
、「
公

法
学
会
叙
」（
同
前
）、
二
八
八
頁
。

（
7
）「
交
渉
甄
微
」（『
唐
才
常
集
』）、
七
一
―
七
五
頁
。

（
8
）
前
掲
「
公
法
学
会
叙
」、
二
八
八
頁
。

（
9
）
朱
仲
玉
「
試
論
唐
才
常
的
歴
史
観
」（『
史
学
月
刊
』
六
期
、
一
九
八
三

年
）。
近
年
は
、
唐
才
常
の
蜂
起
を
各
勢
力
に
よ
る
複
雑
な
全
体
像
の
な

二
章
の
い
ず
れ
も
中
華
書
局
編
集
部
編
『
唐
才
常
集
（
増
訂
本
）』（
中

華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
本
を
用
い
、
第
一
章
に
つ
い
て
は
『
湘

学
報
』
な
ら
び
に
唐
の
文
集
で
あ
る
『
覚
顛
冥
斎
内
言
』（
一
八
九
八

年
）
所
収
本
を
、
第
二
章
に
つ
い
て
は
『
亜
東
時
報
』
所
収
本
を
、
適

宜
、
参
照
し
た
。
こ
の
他
、
陳
善
偉
『
唐
才
常
年
譜
長
編
』
上
下
冊

（
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
も
、
随
時
、
参
照
し
た
。
②
紙

幅
の
関
係
か
ら
原
文
を
掲
げ
え
な
か
っ
た
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
訳
注
で
示
し
た
。
③
原
文
中
の
割
注
は
（　

）
内
に
示

し
、
訳
者
に
よ
る
注
記
は
〔　

〕
内
に
記
し
た
。
④
人
物
の
略
歴
等
に

つ
い
て
、
歴
史
事
典
類
な
ど
一
般
的
な
工
具
書
に
拠
っ
た
も
の
は
、
逐

一
出
典
を
示
さ
な
か
っ
た
。

注
（
1
）
深
澤
秀
男
「
唐
才
常
」（
近
代
中
国
人
名
辞
典
修
訂
版
編
集
委
員
会
編

『
近
代
中
国
人
名
辞
典
（
修
訂
版
）』、
霞
山
会
、
二
〇
一
八
年
）、
五
五
九

頁
よ
り
抜
粋
、
一
部
改
。
従
来
、
唐
才
常
は
、
そ
の
自
立
軍
蜂
起
が
改
革

か
ら
革
命
に
向
か
う
過
渡
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
近

年
は
、
そ
れ
が
日
中
聯
盟
論
と
会
党
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

藤
谷
浩
悦『
戊
戌
政
変
の
衝
撃
と
日
本
―
日
中
聯
盟
論
の
模
索
と
展
開
―
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
五
八
七
―
六
五
一
頁
。

（
2
）
も
と
も
と
『
湘
学
報
』
誌
上
で
は
「
史
学
第
一
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
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か
に
位
置
付
け
る
労
作
も
現
れ
て
い
る
。
桑
兵『
庚
子
勤
王
与
晚
清
政
局
』

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
10
）
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
参
照
。
地
方
官
の
西
洋
人
に
対
す
る
刻

薄
な
扱
い
が
、
中
西
間
の
交
通
を
隔
て
、
最
終
的
に
西
洋
の
攻
撃
を
招
い

た
と
し
て
、
数
々
の
事
例
を
列
挙
す
る
。「
中
国
奚
以
至
今
隔
膜
也
。
曰
、

中
国
受
病
之
源
、
難
更
僕
終
〔
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
〕
也
。
中
国
従

前
之
疆
吏
、
以
謂
漢
於
匈
奴
、
天
上
也
。
蜀
於
南
人
、
天
威
也
。
張
皇
紕

繆
、
苛
索
抑
勒
、
上
欺
朝
廷
、
下
愚
土
庶
、
以
貽
憂
於
今
日
也
。〔
中
略
〕

今
之
条
約
章
程
、
屏
中
国
於
友
邦
外
、
凡
有
人
心
、
罔
不
眥
裂
。
而
不
知

我
之
屏
西
人
於
異
類
之
時
、
其
為
西
人
痛
恨
者
、
弥
歴
年
歳
也
。
方
明
之

季
也
、
英
人
抵
虎
門
、
欲
通
商
締
和
、
華
人
納
葡
人
言
、
設
大
砲
轟
英
人
、

英
亦
然
、
砲
相
向
、
縦
撃
二
時
、
焚
衙
署
、
截
商
船
、
始
狠
狽
許
英
貿
易
。

此
以
商
搆
釁
、
蒙
昧
受
讒
之
嚆
矢
也
。〔
中
略
〕
西
人
習
知
中
国
大
吏
、

惟
以
兵
脅
、
始
俯
首
帖
耳
、
就
其
圏
苙
〔
オ
リ
の
中
に
入
る
（
お
と
な
し

く
な
る
）〕。
於
是
毎
一
興
師
、
増
一
利
益
、
一
国
霑
利
、
諸
国
尾
之
、
遂

挙
中
国
前
此
疆
吏
之
抑
勒
其
人
者
、抑
勒
中
国
而
不
止
」。「
通
塞
塞
通
論
」

（『
唐
才
常
集
』）、
八
〇
―
八
四
頁
。

（
11
）
例
え
ば
、「
現
在
李
中
堂
〔
李
鴻
章
〕
与
倭
人
所
議
和
款
、
太
覚
不
堪
」、

「
和
議
已
成
、
所
約
条
款
、
非
是
和
倭
、
直
是
降
倭
。
奸
臣
売
国
、
古
今

所
無
」
と
見
え
る
。「
致
唐
次
丞
書
（
二
）」（『
唐
才
常
集
』）、五
四
一
頁
、

「
上
父
書
（
二
十
六
）」（『
唐
才
常
集
』）、
五
一
四
頁
。

（
12
）「
上
欧
陽
中
鵠
書
（
三
）」（『
唐
才
常
集
』）、
五
一
九
―
五
二
二
頁
。

（
13
）
例
え
ば
、
日
清
戦
争
は
事
故
の
よ
う
な
も
の
で
、
日
本
へ
の
復
讐
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
智
を
開
き
、
国
を
富
ま
す
こ
と
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
主
張
が
注
目
さ
れ
る
。「
両
瞽
相
遇
、
而

仇
道
不
休
、
両
瘖
相
持
、
而
色
然
以
怒
。
吾
見
排
解
者
之
援
以
為
功
、
而

所
喪
滋
多
矣
。
故
英
、
俄
、
法
、
徳
、
日
本
、
俱
当
開
誠
布
公
、
与
之
交

際
。
而
吾
之
所
争
者
、
祇
在
智
其
民
、
強
其
学
、
富
其
本
、
不
在
挟
忿
尋

仇
之
挙
也
」。「
外
交
論
」（『
唐
才
常
集
』）、
七
六
―
七
九
頁
。

（
14
）「
日
本
寛
永
以
来
大
事
述
」（『
唐
才
常
集
』）、
二
三
一
頁
。『
覚
顛
冥
斎

内
言
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、
題
名
が
改
め
ら
れ
た
。

（
15
）「
史
学
第
五 

各
国
種
類
考
」（『
湘
学
報
』
一
五
―
二
七
号
、
一
八
九
七
―

一
八
九
八
年
）、
い
ま
陳
善
偉
『
唐
才
常
年
譜
長
編
』
上
冊
（
中
文
大
学

出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
三
五
六
頁
。
た
だ
し
、
唐
才
常
は
、
最
終
的

に
は
、「
通
種
」
に
よ
る
「
太
平
」
の
実
現
を
構
想
し
て
い
た
。「
通
種
説
」

（『
唐
才
常
集
』）、
一
〇
〇
頁
。

（
16
）『
唐
才
常
集
』、
二
七
五
―
二
八
〇
頁
。

（
17
）『
唐
才
常
集
』、
二
八
一
―
二
八
三
頁
。

（
18
）
日
本
で
は
亡
命
し
て
い
た
梁
啓
超
と
そ
の
後
を
追
っ
た
時
務
学
堂
の
学

生
ら
と
し
ば
し
ば
往
来
し
、「
と
も
に
革
命
を
図
っ
た
」
と
い
う
。
梁
啓

超
『
清
代
学
術
概
論
』（
い
ま
小
野
和
子
訳
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）、

二
七
一
頁
。

（
19
）
安
藤
に
つ
い
て
は
、
于
暁
琳
「
安
藤
虎
雄
与
《
訳
書
公
会
報
・
東
報
彙

訳
》」（『
文
化
交
渉
』
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
20
）『
唐
才
常
集
』、
三
九
七
―
三
九
八
頁
。

（
21
）
田
野
橘
次
『
最
近
支
那
革
命
運
動
』（
新
智
社
、
一
九
〇
三
年
、
の
ち

桑
兵
主
編
『
辛
亥
革
命
稀
見
文
獻
彙
編
』
四
三
冊
、
國
家
圖
書
館
出
版
社

等
、
二
〇
一
一
年
）、
近
藤
邦
康
「「
井
上
雅
二
日
記
」
―
唐
才
常
自
立
軍

蜂
起
―
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
八
巻
一・二
号
、一
九
八
五
年
）
等
参
照
。

（
22
）
馮
自
由
『
革
命
逸
史
』
六
集
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
二
七
頁
。

一
、
史
学
論
略

儒
者
た
ち
は
五
千
年
前
後
の
歴
史
を
も
っ
て
、
万
民
の
こ
れ
ま
で
の
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働
き
が
明
敏
で
あ
っ
た
か
遅
鈍
で
あ
っ
た
か
の
性
質
を
映
し
出
す
の
で

あ
る）

1
（

。
三
代
か
ら
始
ま
り
明
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
は
持
論
を
改
め
る
こ

と
な
く
、
上
の
も
の
の
通
り
に
行
っ
て
、
下
の
も
の
は
こ
れ
に
倣
い
、

年
長
者
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
、
年
少
者
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
ま
さ
に

こ
の
時
に
な
っ
て
、
中
国）

2
（

の
儒
者
は
見
聞
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

漢
、
唐
の
史
書
の
記
す
と
こ
ろ
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
以
西
の
地
勢
や
国
名

に
た
い
へ
ん
詳
し
か
っ
た
が
、
風
俗
や
教
化
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は

記
述
が
欠
如
し
て
い
た
。
元
代
は
ほ
ぼ
全
ア
ジ
ア
が
そ
の
治
下
に
収
め

ら
れ
た
が
、
中
原
に
入
る
に
及
び
、
勢
力
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
力
の

及
ば
な
い
所
が
あ
っ
た）

3
（

。
当
時
、
知
識
人
が
イ
ン
ド
や
ペ
ル
シ
ャ
、
ト

ル
コ
の
こ
と
を
熱
心
に
研
究
し
、
政
治
、
風
俗
の
興
廃
の
歴
史
を
考
察

し
た
と
い
う
こ
と
は
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
本
朝
に
お
い
て
は

大
き
く
版
図
を
広
げ
、
皇
帝
の
権
威
の
及
ぶ
所
は
み
な
畏
怖
し
て
服
従

し
た
が
、
三
百
年
の
時
を
経
て
時
勢
は
だ
ん
だ
ん
と
行
き
づ
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。『
易
』
に
「
窮
す
れ
ば
則
ち
変
じ
、
変
ず
れ
ば
則
ち
通
ず
」

と
あ
る
が）

4
（

、
中
国
の
「
通
」
は
劇
烈
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
て

変
わ
る
こ
と
な
く
、
死
ん
で
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
変
わ

ろ
う
と
し
て
も
、
民
は
官
に
あ
れ
こ
れ
文
句
を
つ
け
、
士
は
国
を
責
め

る
ば
か
り
で
、
大
勢
の
儒
者
を
集
め
て
「
三
通
」
や
「
二
十
四
史
」
の

名
称
を
た
ず
ね
て
み
て
も）

5
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
を
挙
げ
ら
れ
る
者
す
ら

多
く
な
い
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
全
世
界
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
水
に
溺
れ
て
助
け
を
求
め
て
い
る
の
に
先
に

衣
も
解
か
ず
、
井
戸
に
落
ち
た
人
に
石
を
投
げ
つ
け
て
狼
の
心
を
満
た

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る）

6
（

。
ま
ず
彼
ら
に
古
今
の
中
国
と
外
国
の

状
況
を
見
通
す
こ
と
の
な
い
ま
ま
そ
の
奮
起
を
望
ん
で
も
、
そ
れ
は

「
韶し

ょ
う
ご

」
を
無
知
な
人
々
に
奏
で
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り）

7
（

、
う
ま
く
い

か
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
荀
子
は
、「
聖
王
の
事
跡
を
見
た
い
の
あ

れ
ば
、
そ
の
明
白
な
も
の
に
つ
い
て
見
る
べ
き
で
、
後
王
こ
そ
が
そ
れ

で
あ
る
」
と
言
っ
た）

8
（

。
ま
た
謝
秋
水）

9
（

は
、「
学
問
と
い
う
の
は
も
の
ご

と
の
道
理
を
経
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
事
柄
を
史
に
よ
っ
て
習
う
の

で
あ
る
。
史
が
学
問
の
な
か
で
六
割
を
占
め
、〔
歴
史
を
読
む
こ
と
で
〕

経
験
・
鍛
錬
を
積
む
こ
と
が
そ
の
四
割
を
占
め
る
」
と
言
っ
た）

10
（

。
こ
の

ゆ
え
に
、
中
国
の
歴
史
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
秦
、
漢
以
来
の
政
治

や
学
術
に
お
い
て
、
ど
れ
が
本
流
で
ど
れ
が
傍
流
か
、
そ
れ
ら
が
千
変

万
化
し
て
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
、
ま
た
制
度
や
法
令
、
礼
楽

で
明
ら
か
に
そ
の
き
ま
り
を
変
え
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、
な
お
先
例
か

ら
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
西

洋
の
歴
史
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
数
百
年
前
は
、
貴

族
が
権
力
を
握
り
、
民
は
そ
の
習
慣
に
慣
れ
き
っ
て
、
知
識
人
は
空
論

を
述
べ
（
例
え
ば
、
西
暦
一
二
七
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
科
学
者
が
妖
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術
を
使
う
と
無
実
の
罪
を
着
せ
て
い
た）

12
（

）、
中
国
で
長
年
続
い
て
き
た

習
慣
に
た
い
へ
ん
近
か
っ
た
が）

13
（

、
た
だ
彼
ら
は
変
わ
れ
ば
変
わ
る
ほ
ど

実
り
が
あ
り
、
中
国
は
い
く
ら
変
わ
っ
て
も
中
身
が
伴
わ
な
い
こ
と
が

分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
と
西
洋
の
歴
史
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み

る
と
、
日
々
帝
王
の
心
中
に
変
化
が
あ
る
の
を
あ
や
し
む
者
は
、
頭
が

固
い
小
人
然
と
し
て
、
変
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
口
に
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る）

14
（

。
こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
、
フ
ラ
ン

ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
事
績
に
つ
い
て
、

ま
っ
た
く
夢
に
も
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
者
た
ち
が
、
こ
と
あ
る
ご

と
に
彼
ら
は
旧
態
依
然
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
ど
う
し

て
い
わ
ゆ
る
百
年
来
の
新
政
が
あ
り
え
よ
う
か
。
昔
、
耶
律
徳
光
が

〔
後
〕
晋
の
家
来
に
言
っ
た
こ
と
に
は
、「
中
国
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

私
は
み
な
知
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
こ
と
に
つ
い
て
、
お
前
た
ち
は
知

ら
な
い
だ
ろ
う
」
と）

15
（

。
い
っ
た
い
遼
と
今
日
の
西
洋
と
を
比
べ
る
と
、

そ
の
ど
ち
ら
が
よ
り
賢
明
で
、
ど
ち
ら
が
よ
り
巧
み
で
あ
る
の
か
。
そ

れ
で
い
て
な
お
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
よ
い
の
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
わ
が
中
国
四
億
人
に
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
各
国
の
治

乱
興
亡
の
由
来
に
つ
い
て
通
暁
す
る
も
の
が
い
な
く
て
、
そ
れ
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

古
く
は
六
経
み
な
史
で
あ
っ
た）

16
（

。『
尚
書
』
は
左
史
が
掌
り
、『
春

秋
』
は
右
史
が
掌
り
、
こ
れ
が
長
く
続
い
た）

17
（

。『
易
』
は
卜ぼ

く
ぜ
い筮

の
史
で

あ
り
、『
詩
』
は
列
国
の
得
失
の
跡
を
述
べ）

18
（

、『
礼
』『
楽
』
も
史
官
が

制
定
し
た
も
の
で）

19
（

、
経
と
史
と
は
互
い
に
表
裏
し
て
い
た
。〔『
春
秋
』

が
書
か
れ
〕
周
の
文
飾
を
変
え
て
殷
の
質
朴
に
従
う
よ
う
に
な
る
と）

20
（

、

楚
の
『
書
』、
晋
の
『
乗
』
も
そ
れ
ぞ
れ
一
家
を
成
し
た）

21
（

。
そ
こ
で
司

馬
遷
、
班
固
が
正
史
を
編
纂
し
、
荀
悅
、
袁
宏
が
紀
事
の
書
を
編
纂

し）
22
（

、
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
が
編
年
体
の
史
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。

兵
、
刑
、
譜
系
が
別
々
に
分
か
れ）

23
（

、
詔
令
、
奏
議
が
一
つ
に
な
る
と）

24
（

、

あ
る
も
の
は
地
理
の
遺
編
を
輯
め
、
あ
る
も
の
は
職
官
の
故
事
を
編

み
、
あ
る
も
の
は
『
周
官
』
六
典）

25
（

を
沿
襲
し
、
あ
る
も
の
は
劉
向
、
劉

歆
の
『
七
略
』
の
体
例
を
模
倣
し
た
。
そ
も
そ
も
源
流
を
分
析
す
る
に

は
、
あ
ま
ね
く
各
派
の
こ
と
を
知
る
の
が
も
と
よ
り
歴
史
家
の
常
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
志
の
あ
る
士
は
、
と
り
わ
け
四
民
の
教
養

の
も
と
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
心
を
尽
く
し
、
歴
代
の
礼
楽
兵
刑
の
制
度

を
ひ
と
と
お
り
研
究
し
、
こ
れ
を
よ
く
実
行
に
移
す
こ
と
を
重
要
な
任

務
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
宋
代
の
心
の
不
純
を
責
め
る
論）

26
（

を
踏
襲

し
、
明
人
の
み
だ
り
に
批
評
を
行
う
陋
習）

27
（

に
従
っ
て
、
空
論
を
蔓
延
さ

せ
、
そ
れ
で
広
く
科
挙
の
合
格
者
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
状
況
は
ま
す

ま
す
悪
く
な
っ
て
し
ま
う）

28
（

。
要
す
る
に
、
古
を
考
え
る
こ
と
で
今
を
明

ら
か
に
し
、
中
国
か
ら
西
洋
に
お
よ
び
、
広
く
見
て
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
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を
採
り
、
時
を
秩
序
づ
け
て
役
に
立
て
る
、
こ
の
四
者
が
史
学
の
要
点

で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
歴
代
の
正
史
、
編
年
、
紀
伝
の
記
録
を
読
む
こ
と
は
、
古

の
歴
史
に
通
じ
る
た
め
で
あ
る
。
わ
が
朝
の
『
東
華
録）

29
（

』、『
東
華
続

録）
30
（

』、
魏
黙
深
『
聖
武
記）

31
（

』
な
ど
の
書
物
を
読
む
の
は
、
今
日
の
歴
史

に
通
じ
る
た
め
で
あ
る
。
黄
遵
憲
『
日
本
国
志）

32
（

』、
王
韜
『
法
国
志

略）
33
（

』、
慕
維
廉
『
大
英
国
志）

34
（

』、
徐
景
羅
『
俄
史
輯
訳）

35
（

』、
岡
千
仞
『
米

利
堅
志）

36
（

』、
沈
敦
和
『
英
法
俄
徳
四
国
志
略）

37
（

』、
及
び
日
本
の
岡
本
監
輔

『
万
国
史
記）

38
（

』、
艾
約
瑟
『
欧
洲
志
略）

39
（

』、『
希
臘
志
略）

40
（

』、『
羅
馬
志
略）

41
（

』、

英
人
博
那
『
四
裔
編
年
表）

42
（

』、
王
韜
『
普
法
戦
紀）

43
（

』、
林
楽
知
・
瞿
昂
来

『
東
方
交
渉
記）

44
（

』、
林
楽
知
・
鄭
昌

『
列
国
歳
計
政
要）

45
（

』、
馬
懇
西
・

李
提
摩
太
『
泰
西
新
史
攬
要）

46
（

』
を
読
む
の
は
、
西
洋
の
歴
史
に
通
じ
る

た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
と
西
洋
の
言
語
が
全
く
異
な
り
、
諸
々

の
歴
史
書
が
多
く
訳
述
者
の
手
を
経
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
、
言
葉

の
意
味
が
乱
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
本
当
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
学
者
は
多
く
そ
れ
が
読
み
づ
ら
い
こ
と
に
苦
し

み
、
学
問
に
通
じ
た
人
は
ま
た
そ
れ
が
瑣
末
で
あ
る
こ
と
を
卑
し
む
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
儒
者
の
平
静
で
穏
や
か
な
態
度
で
も
っ
て
、
西
洋
の

歴
史
の
精
華
を
中
国
の
歴
史
と
相
互
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
研
究
す

る
ほ
か
な
い
。
か
つ
て
考
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
西
洋
の
学
問
が
ま
だ
な

い
時
、
中
国
人
は
史
学
に
ほ
と
ん
ど
通
じ
て
い
な
か
っ
た
（
史
に
精
通

し
て
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
は
決
し
て
少
な
く
な
い
が
、
秦
、
漢
以
来

の
治
乱
得
失
の
こ
じ
れ
を
突
破
で
き
る
も
の
は
、
十
に
一
、二
も
い
な

い
）。
現
在
、
西
洋
の
学
問
の
表
面
的
な
と
こ
ろ
だ
け
を
も
っ
て
き
て）

47
（

、

中
国
人
は
だ
ん
だ
ん
と
史
学
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
西
洋
の
学

問
が
な
け
れ
ば
史
学
は
滅
び
、
西
洋
の
学
問
が
あ
っ
て
も
史
学
は
滅

ぶ
。
史
学
が
失
わ
れ
る
の
を
救
お
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
は
じ
め
に

古
今
各
国
の
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ
の
異
同
を
は
っ
き
り
と
さ
せ

て
、
強
弱
興
亡
の
本
源
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
立
国
の
源

流
、
人
種
の
移
動
を
研
究
す
る
。
次
に
帝
王
や
傑
出
し
た
人
物
を
列
挙

し
、
中
西
の
比
較
を
行
う
。
次
に
宗
教
各
派
の
良
否
を
明
ら
か
に
し
、

将
来
地
球
上
の
全
世
界
が
素
王
改
制）

48
（

の
誠
意
を
越
え
る
こ
と
の
な
い
こ

と
を
知
る
。
次
に
各
国
の
和
睦
と
戦
争
の
か
な
め
と
な
っ
て
い
て
、
全

体
の
局
面
に
関
係
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
各
国
の
往
時
の

先
住
民
と
中
国
の
僮
、
黎
、
蠻
、
苗
の
各
族
が
次
第
に
消
滅
し
て
い
っ

た
理
由
を
詳
ら
か
に
す
る
。
唐
の
太
宗
は
「
古
を
鏡
と
し
て
、
得
失
を

知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た）

49
（

。
そ
こ
で
私
は
こ
う
述
べ
る
。
中
西
の

古
を
合
わ
せ
て
鏡
と
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
さ
ら
に
い
か
ほ
ど
に
な
ろ
う

か
、
と
。

西
洋
諸
国
が
史
館
を
設
置
し
な
い
の
は
、
思
う
に
新
聞
社
が
史
館
で
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あ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
議
会
が
開
催
さ
れ
る
時
に
は
、
君
主
が
こ

れ
に
臨
み
、
王
公
大
臣
及
び
各
議
員
も
臨
席
し
、
事
件
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
是
非
を
は
っ
き
り
と
さ

せ
、
新
聞
社
は
た
だ
ち
に
そ
れ
を
記
録
し
て
国
内
に
伝
え
、
さ
ら
に
は

世
界
へ
と
広
め
る
の
で
あ
る
。『
礼
記
』
に
は
「
史
は
筆
を
載
せ
、
士

は
言
を
載
す
」
と
あ
る
が）

50
（

、〔
新
聞
は
〕
よ
く
こ
の
意
を
伝
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
、
遠
慮
の
な
い
言
論
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ

れ
て
い
て
、
中
国
の
歴
史
書
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
信
用
に
足
る
。
ま
し

て
や
、
新
聞
の
普
及
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
店

に
い
た
っ
て
も
往
々
に
し
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
つ
ま
り
〕

新
聞
社
は
一
国
の
公
有
の
権
利
で
あ
り
、
史
学
は
四
民
が
関
与
す
る
事

業
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
お
よ
そ
人
口
、
国
土
は
そ
の
大
小
を
比
較

し
、
汽
車
、
鉄
路
、
電
線
は
そ
の
長
さ
を
測
り
、
貨
物
輸
出
入
量
お
よ

び
官
制
、
教
会
、
学
校
、
経
済
、
兵
隊
数
な
ど
、
記
録
し
て
チ
ェ
ッ
ク

し
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
中
国
の
歴
史
書
の
表
や
志
と
お
よ
そ
同

じ
で
あ
る
。
考
え
る
に
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
、
小
説
家
は
稗
官
か

ら
出
た
と
あ
り
、
如
淳
の
注
釈
に
は
、
王
者
が
民
間
の
風
俗
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
、
そ
の
た
め
に
稗
官
を
設
け
て
こ
れ
を
述
べ
さ
せ
た
、
と

い
う）

51
（

。
思
う
に
、
今
日
の
新
聞
は
異
日
の
史
料
で
あ
り
、
政
治
家
、
科

学
者
、
法
律
家
も
み
な
も
の
ご
と
を
比
較
検
討
す
る
の
が
こ
の
よ
う

〔
小
説
家
同
様
〕
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
挙
三
得
で
あ
る）

52
（

。
ゆ
え
に
西

洋
諸
国
に
君
主
の
歴
史
も
あ
り
、
ま
た
民
間
の
歴
史
も
あ
る
の
は
、
本

当
に
こ
れ
を
重
視
し
、本
当
に
こ
れ
を
慎
重
に
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
使
徳
日
記）

53
（

』
に
拠
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
芍
克
が
東
方
の
学
問
に
造
詣

が
深
く
、
訳
書
に
満
、
漢
、
蒙
三
語
の
便
覧
書
と
『
契
丹
国
志
』
が
あ

る
。
七
六
歳
に
し
て
、
な
お
遼
、
金
、
元
の
三
史
を
翻
訳
す
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
と
い
う）

54
（

。
ま
た
愛
爾
勃
の
娘
は
ま
だ
一
三
歳
で
あ
っ
た
が
、

六
か
国
語
に
通
暁
し
、
中
央
ア
ジ
ア
事
情
に
つ
い
て
語
る
こ
と
非
常
に

詳
し
く
、
各
国
の
情
勢
を
手
に
取
る
よ
う
に
よ
く
知
っ
て
い
た
と
い

う）
55
（

。
王
韜
が
編
纂
し
た
『
法
国
志
略
』
は
、
こ
の
書
が
も
と
も
と
日
本

人
の
岡
千
仞
の
著
作
か
ら
出
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る）

56
（

。
そ
の
た
め
、

こ
の
書
の
な
か
に
は
、
重
野
安
繹）

57
（

、
荻
原
裕）

58
（

、
河
野
通
之）

59
（

、
木
原
元
礼）

60
（

な
ど
の
議
論
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
海
外
の
男
女
で
心
を
中
西
の

歴
史
に
留
め
る
も
の
が
多
い
の
は
な
ん
と
甚
だ
し
い
こ
と
か
。
中
国
の

儒
者
は
学
齢
と
な
っ
て
書
物
を
授
け
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
寄
り
集
ま
っ
て

科
挙
試
験
の
た
め
の
参
考
書
を
抱
え）

61
（

、
名
誉
と
利
益
を
求
め
、
平
身
低

頭
し
て
、
懸
命
に
考
え
て
ば
か
り
い
る
。
天
は
暗
く
、
山
川
は
痛
ま
し

く
、
孔
孟
が
開
い
た
端
緒
は
た
ち
ま
ち
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
く

ら
か
悪
賢
い
者
は
、
書
坊
の
『
易
知
録）

62
（

』、
袁
了
凡
『
綱
鑑）

63
（

』
及
び
胡

致
堂）

64
（

、
邱
瓊
山）

65
（

、
林
西
仲）

66
（

ら
の
い
い
か
げ
ん
で
道
理
の
な
い
一
句
二
句
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を
抜
き
取
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
騒
が
し
く
人
々
に
向
か
っ
て
史
学
、
史

学
と
叫
ん
で
い
る
。
あ
あ
、
廉
恥
心
は
一
体
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
人
が
言
う
に
は
、
そ
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
だ

が
、
で
は
西
洋
の
歴
史
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
中
国
の
歴
史
を
読

む
者
は
一
体
ど
こ
か
ら
読
み
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
。
こ
れ
に
こ
た

え
て
言
う
に
は
、『
春
秋
』
と
い
う
の
は
、
素
王
改
制
に
関
す
る
書
物

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
三
統
三
世
の
義
は
、
永
久
で
無
数
の
世
界
に
範

を
示
す
に
足
り）

67
（

、
こ
れ
に
違
う
こ
と
は
な
い
、
と
。『
春
秋
』
以
外
で

は
、『
史
記
』、『
漢
書
』
が
重
要
で
あ
る
。『
史
記
』
は
素
王
の
本
流
を

伝
え
て
お
り
、『
漢
書
』
は
す
こ
ぶ
る
膨
大
で
あ
る
。〔『
史
記
』
の
〕

八
書
、〔『
漢
書
』
の
〕
十
志
は
、
古
言
古
例
が
世
に
そ
び
え
立
ち
、
宏

大
か
つ
緻
密
な
著
作
で
あ
る
。
正
史
以
外
で
は
、
司
馬
光
『
資
治
通

鑑
』
が
い
た
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
そ
の
書
は
採
録
し
た
雑
史
が
三
二
二

種
に
の
ぼ
り
、
完
成
に
お
よ
そ
一
九
年
を
要
し
た
。
天
文
、
地
理
、
礼

楽
、
暦
数
の
内
容
は
す
こ
ぶ
る
該
博
で
、
治
乱
興
亡
の
み
を
記
し
た
の

で
は
な
い）

68
（

。
そ
の
他
は
、『
通
典
』、『
通
志
』、『
文
献
通
考
』
の
三
書）

69
（

に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
通
志
』
が
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
古
今
の
事
実
を
挙
げ
、
そ
の
源
流
に
ま
で
通
じ
よ
う
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、『
通
鑑
紀
事
本
末）

70
（

』、
宋
、
元
、
明
の
『
紀
事
本
末）

71
（

』
も
ま

た
重
要
な
書
物
で
あ
る
。
思
う
に
、
漢
代
以
来
、
史
家
の
お
よ
そ
重
要

な
も
の
は
、紀
事）

72
（

と
編
年
の
二
つ
の
体
例
で
あ
る
。
宋
の
袁
枢
は
〔『
通

鑑
紀
事
本
末
』
で
〕
各
お
の
の
事
件
の
始
終
を
詳
細
に
記
録
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
紀
伝
体
史
書
の
よ
う
に
一
つ
の
事
件
が
数
篇
に
重
複
し
て
現

れ
る
こ
と
を
免
れ
た
だ
け
で
な
く
、
編
年
体
史
書
の
よ
う
に
一
つ
の
事

件
が
数
巻
に
ま
た
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な
っ
た）

73
（

。
こ
れ
は
本
当

に
中
国
の
歴
史
に
通
じ
た
い
人
に
と
っ
て
不
可
欠
な
書
物
で
あ
る
。
西

洋
の
歴
史
書
の
翻
訳
に
つ
い
て
言
え
ば
、
よ
い
本
が
な
い
以
上
、
上
に

羅
列
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
努
力
し
て
考
察
す
る
ほ
か
、
西
洋
の
新
聞

を
広
く
読
み
、
そ
れ
を
歴
史
に
通
じ
る
た
め
の
て
び
き
と
す
る
の
み
で

あ
る
。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
鏡
億
兆
人
操
作
霊
頑
之
質
」。

（
2
）
原
文
は
「
震
旦
」。
以
下
、「
震
旦
」
の
語
が
ま
れ
に
現
れ
る
が
、「
中

国
」
と
訳
す
。

（
3
）
原
文
は
「
洎
入
中
原
、

長
莫
及
」。

（
4
）
繫
辞
下
。

（
5
）「
三
通
」
は
、
杜
佑
『
通
典
』、
鄭
樵
『
通
志
』、
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』

を
指
す
。

（
6
）
原
文
は
「
溺
水
求
援
、
衣
不
待
解
。
落
井
下
石
、
狼
已
甘
心
」。「
落
井

下
石
」
は
人
が
窮
地
に
陥
っ
た
の
に
乗
じ
て
、
攻
撃
す
る
こ
と
。
韓
愈

「
柳
子
厚
墓
志
銘
」
に
拠
る
。
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（
14
）
原
文
は
「
窃
惑
乎
日
変
皇
王
之
精
意
者
、
猶

然
以
不
変
為
詞
」。

（
15
）
耶
律
徳
光
（
九
〇
二
―
九
四
七
年
）、
契
丹
（
遼
）
の
第
二
代
皇
帝
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
六
、
後
漢
紀
一
に
「
契
丹
主
広
受
四
方
貢
献
、
大

縱
酒
作
楽
、
毎
謂
晋
臣
曰
、「
中
国
事
、
我
皆
知
之
。
吾
国
事
、
汝
曹
弗

知
也
」
と
見
え
る
。
同
じ
頃
、
梁
啓
超
も
こ
の
耶
律
徳
光
の
言
を
引
き
、

「
以
区
区
之
遼
、
猶
且
持
此
道
以
亡
中
国
、
況
声
明
文
物
、
典
章
制
度
、

遠
出
於
遼
人
万
万
者
乎
」
と
述
べ
て
い
る
。「
論
学
校
七
（
変
法
通
議
三

之
七 

訳
書
）」（『
時
務
報
』
二
七
册
、
一
八
九
七
年
）。
ま
た
、
黄
遵
憲

も
つ
と
に
「
昔
契
丹
主
有
言
、「
我
於
宋
国
之
事
纖
悉
皆
知
、
而
宋
人
視

我
国
事
如
隔
十
重
雲
霧
」。
以
余
観
日
本
士
夫
、
類
能
読
中
国
之
書
、
考

中
国
之
事
。
而
中
国
士
夫
好
談
古
義
、
足
己
自
封
、
於
外
事
不
屑
措
意
」

云
々
と
述
べ
て
い
る
。
黄
遵
憲
『
日
本
国
志
』（
一
八
九
〇
年
）、
自
叙
。

（
16
）
章
学
誠
が
そ
の
主
著
『
文
史
通
義
』
で
主
唱
し
た
「
六
経
皆
史
」
説
は
、

清
末
に
経
書
の
義
が
次
第
に
否
定
さ
れ
、
事
を
記
し
た
史
と
さ
れ
て
い
く

な
か
で
、
注
目
さ
れ
た
。
今
文
派
と
六
経
皆
史
説
は
、
最
終
的
に
は
相
容

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
心
情
に
お
い
て
は
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
今
文
派

は
聖
人
や
経
書
の
義
を
形
式
的
に
は
至
上
の
も
の
と
し
な
が
ら
、
実
際
に

は
聖
人
、
経
書
と
無
関
係
な
己
れ
の
、
今
の
義
を
主
張
し
、
儒
教
の
極
限

状
況
を
呈
し
た
。
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史
―
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨

界
点
―
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）、
三
八
五
―
四
三
〇
頁
参
照
。

（
17
）『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
古
之
王
者
世
有
史
官
、
君
挙
必
書
、
所
以
慎
言

行
、
昭
法
式
也
。
左
史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
為
『
春
秋
』、
言
為
『
尚

書
』、
帝
王
靡
不
同
之
」
と
見
え
る
。

（
18
）『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
書
曰
『
詩
言
志
、
哥
詠
言
』。〔
中
略
〕
故
古
有

采
詩
之
官
、
王
者
所
以
観
風
俗
、
知
得
失
、
自
考
正
也
」
と
見
え
る
。

（
19
）
原
文
は
「『
礼
』、『
楽
』
史
氏
之
制
度
」。

（
20
）
何
休
『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁
』
隠
公
七
年
お
よ
び
同
一
一
年
に
「『
春

秋
』
変
周
之
文
、
従
殷
之
質
」
と
見
え
る
。

（
7
）
原
文
は
「
是
奏
韶

於
聾
俗
」。「
韶

」
は
殷
の
湯
王
の
音
楽
を
指
す
。

「

」
は
民
を
ま
も
る
意
。『
左
伝
』
襄
公
二
九
年
に
見
え
る
。

（
8
）『
荀
子
』
非
相
。「
後
王
」
は
近
代
の
王
。

（
9
）
謝
文
洊
（
一
六
一
五
―
一
六
八
一
年
）、
字
は
秋
水
、
江
西
南
豊
の
人
、

清
初
の
理
学
家
。
著
に
『
大
学
中
庸
切
己
録
』
等
。

（
10
）
原
文
は
「
学
明
理
於
経
、
而
習
事
於
史
。
史
於
学
居
十
之
六
、
而
閲
歴

錬
、
又
居
其
四
」。
謝
文
洊
『
左
伝
済
変
録
』
自
序
に
見
え
る
。
同
序

に
は
こ
の
一
節
に
続
け
て
、「
事
変
無
窮
、
莫
可
究
詰
。
然
能
挙
古
人
之

成
案
、
精
思
而
力
辨
之
、
置
身
当
日
、
如
親
受
其
任
、
而
激
撓
衝
突
於
其

間
。
如
是
者
久
之
、
則
閲
歴

煉
、
已
兼
具
於
読
史
之
中
」
と
見
え
、

「
閲
歴

煉
」
が
史
書
を
通
じ
て
古
人
の
例
を
追
体
験
す
る
こ
と
と
窺
え

る
。
い
ま
賀
長
齢
輯
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
五
、
学
術
五
。

（
11
）
原
文
は
「
是
故
不
通
中
史
、
不
知
秦
漢
以
来
之
政
治
学
術
、
或
為
真
源
、

或
為

派
、
経
数
千
百
変
而
靡
所
底
、
而
制
度
典
章
文
物
之
顕
易
其
程
者
、

尚
不
在
此
例
」。
唐
才
常
は
、
秦
漢
以
来
、
経
書
の
意
味
が
乱
さ
れ
、
む

し
ろ
西
洋
の
方
が
三
代
の
法
に
か
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
た
。例
え
ば
、

「
自
邃
古
至
唐
虞
、
世
局
一
変
、
自
唐
虞
至
秦
漢
、
世
局
一
変
、
自
秦
漢

至
今
、
世
局
又
一
大
変
」、「
秦
漢
変
乱
経
法
、
中
国
遂
恒
有
財
匱
之
虞
。

泰
西
未
染
中
土
習
気
、
所
行
適
与
古
会
。
又
商
有
税
而
田
無
賦
、
得
天
地

酌
盈
剤
虚
〔
み
ち
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
調
整
す
る
〕

之
理
。
迂
儒
不
通
古
今
、
別
然
否
、
惟
以
西
学
相
觝
排
、
而
不
知
吾
中
国

多
秦
漢
相
承
之
窳
政
、
而
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
、
周
、
孔
之
所
存

者
幾
希
。
若
之
何
不
窮
且
尽
也
」
参
照
。「
歴
代
商
政
与
欧
洲
各
国
同
異

考
」（『
唐
才
常
集
』）、
三
三
三
―
三
三
八
頁
。

（
12
）
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ロ
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー
コ
ン
（Roger Bacon

、

一
二
一
二
―
一
二
九
二
年
頃
）
を
指
す
か
。
一
二
七
八
年
、
彼
は
い
か
が

わ
し
い
新
説
を
提
示
し
た
と
い
う
理
由
で
修
道
院
に
監
禁
さ
れ
た
。

（
13
）
原
文
は
「
頗
於
中
国
永
和
遺
風
為
近
」。
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（
21
）『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
孟
子
曰
、「
王
者
之
迹
熄
而
『
詩
』
亡
、『
詩
』

亡
然
後
『
春
秋
』
作
。
晋
之
『
乗
』、
楚
之
『
檮
杌
』、
魯
之
『
春
秋
』、

一
也
。
其
事
則
斉
桓
晋
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
曰
「
其
義
則
丘
窃
取
之

矣
」」」
と
見
え
る
。
原
文
の
「
楚
書
」
は
『
檮
杌
』
の
こ
と
。

（
22
）
荀
悅
（
一
四
八
―
二
〇
九
年
）、『
漢
紀
』
を
著
す
。
袁
宏
（
三
二
八
―

三
七
六
年
）、『
後
漢
紀
』
を
著
す
。

（
23
）『
漢
書
』
芸
文
志
に
史
部
は
見
え
ず
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
至
っ
て
四
部

分
類
が
現
れ
、
史
部
は
「
正
史
」
以
下
一
三
種
に
分
類
さ
れ
た
。
こ
の

一
三
種
中
に
「
刑
法
篇
」、「
譜
系
篇
」
が
見
え
る
。
ま
た
、
子
部
の
「
儒

者
」
以
下
一
四
種
中
に
「
兵
者
」
が
見
え
る
。

（
24
）『
四
庫
全
書
』
で
は
史
部
が
「
正
史
」
以
下
一
五
類
に
分
け
ら
れ
、
そ

の
一
つ
に
「
詔
令
奏
議
」
が
見
え
る
。

（
25
）『
周
官
』
は
『
周
礼
』
の
こ
と
。「
六
典
」
は
六
つ
の
治
国
の
法
。『
周

礼
』
天
官
に
見
え
る
。

（
26
）
原
文
は
「
宋
代
誅
心
之
余
論
」。「
誅
心
之
論
」
は
、
晋
の
趙
盾
が
君
を

し
た
乱
臣
を
討
た
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、史
官
が
「
趙
盾
君
を

す
」

と
記
し
た
論
法
を
指
す
。
心
の
不
純
を
責
め
る
も
の
。『
左
伝
』
宣
公
二

年
に
見
え
る
。

（
27
）
原
文
は
「
明
人
評
尾
之
陋
習
」。「
評
尾
」
は
「
批
尾
」
の
こ
と
か
。

「
批
尾
」
は
他
人
の
著
作
の
末
尾
に
批
評
を
加
え
る
こ
と
。
黄
宗
羲
「
天

岳
禅
師
詩
集
序
」
に
「
不
知
先
賢
之
学
、
如
百
川
灌
海
、
以
異
而
同
、
而

依
傍
集
注
、
妄
生
議
論
、
認
場
屋
為
両
廡
、
年
来
遂
有
批
尾
之
学
」
と
見

え
る
。

（
28
）
原
文
は
「
斯
又
毎
下
愈
況
者
」。「
毎
下
愈
況
」
は
状
況
が
ま
す
ま
す
悪

く
な
る
こ
と
。
本
来
は
「
毎
況
愈
下
」。

（
29
）
蒋
良
騏
撰
、
三
二
巻
、
一
七
六
五
年
。
清
朝
の
編
年
体
の
歴
史
書
。
国

初
か
ら
雍
正
年
間
ま
で
を
記
す
。
ま
た
王
先
謙
撰
、
一
九
五
巻
、

一
八
八
四
年
。『
東
華
録
』
を
補
筆
す
る
。
国
初
か
ら
道
光
年
間
（
の
ち

に
同
治
年
間
）
ま
で
を
記
す
。

（
30
）『
東
華
続
録
咸
豊
朝
』、
潘
頤
福
撰
、
六
九
巻
、
一
八
九
二
年
。
ま
た

『
東
華
続
録
光
緒
朝
』、
朱
寿
朋
撰
、
二
二
〇
巻
、
一
九
〇
九
年
。

（
31
）
魏
源
（
字
は
黙
深
）
撰
、
一
四
巻
、
一
八
四
二
年
（
の
ち
一
八
四
四
、

四
六
年
に
重
訂
）。
兵
事
を
中
心
と
し
て
国
初
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
ま
で
の

歴
史
を
記
す
。

（
32
）
黄
遵
憲
撰
、
四
〇
巻
首
一
巻
、（
広
州
）
羊
城
富
文
斎
、
一
八
九
〇
年

等
。
黄
遵
憲
が
日
本
公
使
の
参
賛
（
書
記
）
と
し
て
来
日
し
て
以
来
、

二
〇
〇
余
種
の
書
を
採
り
、
八
、九
年
の
歳
月
を
へ
て
成
書
。「
国
統
志
」

以
下
一
二
類
に
分
け
て
日
本
を
紹
介
す
る
。

（
33
）
王
韜
撰
、
二
四
巻
、
淞
隠
廬
、
重
訂
本
、
一
八
九
〇
年
等
。
以
下
、
西

学
書
の
書
誌
に
つ
い
て
、
張
暁
編
著
『
近
代
漢
訳
西
学
書
目
提
要
―
明
末

至
一
九
一
九
―
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
熊
月
之
主
編

『
晩
清
新
学
書
目
提
要
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
る
。

（
34
）
托
馬
斯
・
米
爾
納
（
英
、T

hom
as M

ilner

）
著
、
慕
維
廉
（
英
、

W
illiam

 M
uirhead

）
訳
、
蒋
敦
復
潤
色
、
八
巻
、（
松
江
）
墨
海
書
院
、

一
八
五
六
年
等
。
イ
ギ
リ
ス
の
開
国
か
ら
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
ま
で
の
歴
史
を

記
す
他
、
職
政
志
略
、
刑
法
志
略
、
教
会
志
略
等
か
ら
成
る
。

（
35
）

斐
迪
（
英
、Frederic Galpin

）
訳
、
徐
景
羅
重
訳
、
四
巻
、
出
版

者
不
詳
、
石
印
本
、
一
八
八
六
年
等
。
ロ
シ
ア
の
八
六
〇
年
か
ら

一
八
五
六
年
ま
で
の
歴
史
を
記
す
。

（
36
）
格
堅
勃
斯
（
米
、G. P. Q

uackenbos

）
著
、
岡
千
仞
・
河
野
道
之
編

訳
、
四
巻
、
湖
南
新
学
書
局
、
一
八
九
六
年
等
。
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ブ

ス
に
よ
る
発
見
か
ら
第
一
五
代
大
統
領
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
ま
で

の
歴
史
を
記
す
。

（
37
）
沈
敦
和
輯
訳
、
四
巻
、
金
陵
刻
本
、
一
八
九
六
年
等
。
四
国
の
歴
史
沿

革
、
国
土
、
政
治
、
財
賦
、
文
学
、
武
備
、
教
育
等
に
つ
い
て
記
す
。

（
38
）
岡
本
監
輔
著
、
二
〇
巻
、（
上
海
）
申
報
館
、
一
八
七
九
年
等
。
彼
徳
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巴
利
（
米
）
著
『
万
国
史
略
』、
魏
源
『
海
国
図
志
』
等
か
ら
編
訳
。
世

界
各
国
の
地
理
、
政
権
、
政
体
、
官
制
等
に
つ
い
て
記
す
。

（
39
）
赫
徳
（
英
、Robert H

art

）
輯
、
艾
約
瑟
（
英
、Joseph Edkins

）

訳
、
一
三
巻
、
税
務
司
総
署
、
一
八
八
六
年
等
。
欧
州
諸
族
、
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
盛
衰
、
諸
国
の
始
ま
り
等
か
ら
ド
イ
ツ
の
統
一
ま
で
を

記
す
。

（
40
）
艾
約
瑟
訳
、
七
巻
、（
上
海
）
著
易
堂
、
一
八
九
六
年
等
。
ギ
リ
シ
ャ

の
始
ま
り
か
ら
ロ
ー
マ
の
属
州
に
な
る
ま
で
を
記
す
。

（
41
）
著
者
不
詳
、
艾
約
瑟
訳
、
一
三
巻
、
税
務
司
本
、
一
八
八
六
年
等
。
巻

一
ロ
ー
マ
の
古
代
都
市
、
巻
二
ロ
ー
マ
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
獲
得
、
巻
三

ロ
ー
マ
と
カ
ル
タ
ゴ
の
戦
い
等
か
ら
成
る
。

（
42
）
博
那
（
英
、H

enry George Bohn
）
著
、
林
楽
知
（
米
、Y

oung J. 
A
llen

）・
厳
良
勲
訳
、
李
鳳
苞
彙
編
、
四
巻
、（
上
海
）
制
造
局
、

一
八
七
四
年
等
。
表
の
形
式
で
、
各
国
の
帝
王
の
沿
革
を
中
心
に
、
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
の
三
〇
余
国
の
種
族
、
政
教
、

戦
事
、
学
術
、
政
治
等
に
つ
い
て
記
す
。
前
二
三
四
九
年
か
ら
一
八
六
一

年
ま
で
を
対
象
。

（
43
）
張
宗
良
口
訳
、
王
韜
輯
著
、
二
〇
巻
、
弢
園
王
氏
、
一
八
八
六
年
等
。

一
八
七
〇
年
に
起
こ
っ
た
普
仏
戦
争
に
つ
い
て
記
す
。

（
44
）『
欧
州
東
方
交
渉
記
』、
麦
高
爾
（
英
、
英
文
氏
名
不
詳
）
輯
、
林
楽
知

訳
、
瞿
昂
来
訳
、
一
二
巻
、（
上
海
）
製
造
局
、
一
八
八
〇
年
序
等
。
ク

リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
三
―
一
八
五
六
年
）
か
ら
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ

ン
会
議
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
交
渉
史
を
記
す
。

（
45
）
麦
丁
富
得
力
（
英
、Frederick M

artin

）
編
、
林
楽
知
訳
、
鄭
昌

筆
述
、
一
二
巻
首
一
巻
、（
上
海
）
製
造
局
、
一
八
七
五
、一
八
七
八
年
等
。

各
国
の
国
土
、
人
口
、
官
制
、
教
育
、
財
政
、
商
務
等
に
つ
い
て
記
す
。

（
46
）
馬
懇
西
（
英
、Robert M

ackhenzie

）
著
、
李
提
摩
太
訳
、
蔡
爾
康

筆
述
、
二
四
巻
、（
上
海
）
広
学
会
、
一
八
九
五
年
等
。
一
九
世
紀
欧
米

各
国
の
改
革
や
弊
政
の
除
去
、
政
体
の
変
化
、
人
口
、
物
産
、
経
済
、
科

学
文
化
、
人
物
、
風
俗
等
に
つ
い
て
記
す
。

（
47
）
原
文
は
「
今
襲
西
学
之
皮
毛
」。
軍
事
や
言
語
な
ど
を
指
す
か
。

（
48
）「
素
王
」
は
孔
子
を
指
す
。
孔
子
が
布
衣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
『
春
秋
』

を
製
作
し
、
古
に
託
し
て
改
制
を
行
っ
た
王
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の

「
素
王
改
制
」
説
は
、
康
有
為
『
孔
子
改
制
考
』（
一
八
九
八
年
）
で
よ
く

知
ら
れ
る
が
、
唐
才
常
は
一
八
九
八
年
に
師
で
あ
る
欧
陽
中
鵠
に
送
っ
た

書
簡
で
、「
受
業
於
素
王
改
制
、
講
之
有
年
、
初
非
附
会
康
門
。
去
年
辦

『
湘
学
報
』、
即
極
力
昌
明
此

〔
中
略
〕。
今
年
三
月
、
始
読
所
謂
『
改

制
考
』、『
董
氏
学
』
両
書
。
其
宗
旨
微
有
不
合
処
、
初
不
敢
苟
同
」
と
述

べ
て
お
り
、
必
ず
し
も
最
初
か
ら
康
有
為
の
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
「
上
欧
陽
中
鵠
書
（
九
）」、
五
三
二
頁
。
ま
た
唐

才
常
は
、
同
年
、
別
の
論
文
で
「『
春
秋
』
為
素
王
改
制
之
書
、
上
本
天

道
、
中
用
王
法
、
下
理
人
情
、
治
通
三
統
、
礼
存
四
代
。
今
環
球
各
国
、

散
無
友
紀
。〔
中
略
〕
余
謂
能
本
『
春
秋
』
之
意
、
治
公
法
之
学
、
必
有

視
恵
頓
諸
人
更
精
者
、
孔
敎
真
派
、
庶
幾
顕
明
於
世
。
何
則
。
素
王
改
制

垂
世
之
公
心
、
経
権
互
用
、
不
以
古
今
中
外
而
有

也
」
と
も
述
べ
て
お

り
、『
春
秋
』
の
意
に
も
と
づ
い
て
「
公
法
」
を
治
め
れ
ば
、
ホ
イ
ー
ト

ン
（
恵
頓
）『
万
国
公
法
』
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
と
し
て
、
古
今
中
西

が
通
じ
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
前
掲
「
交
渉
甄
微
」、
七
三
―

七
四
頁
。

（
49
）『
新
唐
書
』
魏
徴
伝
に
「
以
古
為
鑑
、
可
知
興
替
」
と
見
え
る
。

（
50
）『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
史
載
筆
、
士
載
言
」
と
見
え
る
。
こ
の
句
の
鄭

玄
注
に
は
「
筆
、
謂
書
具
之
属
」
と
、
孔
穎
達
疏
に
は
「
史
、
謂
国
史
、

書
録
王
事
者
。
王
若
挙
動
、
史
必
書
之
、
王
若
行
往
、
則
史
載
書
具
而
従

之
也
」
と
見
え
る
。

（
51
）
原
文
は
「
小
説
家
出
稗
官
」。『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
小
説
家
者
流
、
蓋

出
於
稗
官
」
と
見
え
、
こ
の
句
の
如
淳
注
に
「
王
者
欲
知
閭
巷
風
俗
、
故



－ 177 －

立
稗
官
以
使
称
説
之
」
と
見
え
る
。

（
52
）
原
文
は
「
胥
権
衡
如
此
、
一
挙
而
三
善
備
焉
」。『
湘
学
報
』
で
は
「
如

此
」
を
「
于
此
」
と
す
る
。『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
行
一
物
而
三
善
皆

得
焉
」
と
見
え
る
。

（
53
）
李
鳳
苞
撰
、
一
巻
、
江
標
編
『
霊

閣
叢
書
』
第
二
集
、
清
光
緒
年
間
。

李
鳳
苞
（
一
八
三
四
―
一
八
八
七
年
）
が
署
出
使
徳
国
大
臣
と
し
て
ド
イ

ツ
に
滞
在
中
の
見
聞
を
記
す
。
記
述
は
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
年
）
一
〇

月
二
日
か
ら
同
年
一
二
月
二
九
日
ま
で
。

（
54
）
芍
克
（W

ilhelm
 Schott

、
一
八
○
二
―
八
九
年
）、
ド
イ
ツ
の
漢
学

者
。『
使
徳
日
記
』
光
緒
四
年
一
一
月
一
三
日
の
条
に
「
又
謁
学
士
芍
克
、

年
已
七
十
六
矣
。
著
作
等
身
、
兼
精
東
方
学
問
、
見
其
二
十
年
前
用
徳
文

所
撰
中
国
文
法
、
中
国
古
語
考
等
書
、
久
有
印
本
。
又
通
清
語
、
蒙
古
語
、

手
為
編
纂
者
数
十
冊
、
出
三
合
便
覧
、
清
文
彙
見
示
、
多
旁
行
小
註
、
手

訂

誤
。
今
雖
衰
邁
、
而
方
将
契
丹
国
志
訳
作
徳
文
、
已
脱
稿
二
巻
、
且

云
擬
訳
遼
金
元
三
史
、
真
不
知
老
至
矣
。
苞
贈
以
瀛
寰
志
略
、
開
巻
数
行
、

即
摘
出
錯
誤
数
処
」
と
見
え
る
。

（
55
）
愛
爾
勃
に
つ
い
て
は
、『
使
徳
日
記
』
光
緒
四
年
一
〇
月
二
七
日
の
条

に
「
太タ

イ
ム
ズ

姆
士
主
筆
道
克
得
愛マ

マ
孛
爾
」
と
見
え
る
。
そ
の
娘
に
つ
い
て
は
、

同
年
一
二
月
二
五
日
の
条
に
「
拝
客
並
往
愛マ

マ
爾
孛
家
、
投
刺
謝
宴
。〔
中

略
〕
是
日
愛
君
延
入
、
並
令
其
次
女
出
見
、
才
十
三
齢
、
通
六
国
語
、
談

中
亜
細
亜
事
甚
詳
悉
、
指
陳
各
国
形
勢
、
瞭
如
指
掌
。〔
中
略
〕
以
垂
髫

之
女
子
、
而
淹
博
如
此
、
蓋
得
益
於
庭
訓
者
多
矣
」
と
見
え
る
。

（
56
）『
重
訂
法
国
志
略
』（
一
八
九
〇
年
）
凡
例
に
、「
余
撰
法
国
志
略
、
取

資
於
日
本
岡
千
仞
之
法
蘭
西
志
、
岡
本
監
輔
之
万
国
史
記
」
と
見
え
る
。

岡
千
仞
（
一
八
三
三
―
一
九
一
四
年
）、
号
は
鹿
門
、
仙
台
出
身
の
漢
学

者
。
岡
本
監
輔
（
一
八
三
九
―
一
九
〇
四
年
）、
号
は
韋
庵
、
阿
波
出
身

の
探
検
家
、
教
育
者
。

（
57
）
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
―
一
九
一
〇
年
）、
漢
学
者
、
歴
史
学
者
。

（
58
）
萩
原
裕
（
一
八
二
九
―
一
八
九
八
年
）、
今
治
出
身
の
漢
学
者
。

（
59
）
河
野
通
之
（
一
八
四
二
―
一
九
一
六
年
）、
仙
台
出
身
の
漢
学
者
。

（
60
）
木
原
元
礼
（
一
八
二
四
―
一
八
八
三
年
）、
号
は
老
谷
、
土
浦
出
身
の

漢
学
者
。

（
61
）
原
文
は
「
抱
兎
園
冊
子
」。『
兎
園
冊
』
は
唐
代
の
杜
嗣
先
が
太
宗
の
子

の
た
め
に
編
纂
し
、
経
典
を
や
さ
し
く
説
い
た
も
の
。
五
代
ま
で
私
塾
で

よ
く
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。『
新
五
代
史
』
劉
岳
伝
に
「
兎
園
冊

者
、
郷
校
俚
儒
教
田
夫
牧
子
之
所
誦
也
」
と
見
え
る
。

（
62
）『
綱
鑑
易
知
録
』、
呉
乗
権
等
撰
、
九
二
巻
、
康
煕
五
〇
年
（
一
七
一
一

年
）
序
刊
。
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
の
体
例
に
倣
っ
て
、
太
古
か
ら
明

末
ま
で
の
歴
史
を
記
す
。「
三
皇
紀
」
か
ら
「
明
紀
」
ま
で
の
二
七
紀
か

ら
成
る
。
ま
た
、
通
俗
史
書
と
し
て
明
末
に
横
行
し
、
以
後
歴
史
教
科
書

と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
「
綱
鑑
」
に
つ
い
て
は
、
中
砂
明
徳
『
中
国
近
世

の
福
建
人
―
士
大
夫
と
出
版
人
―
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二

年
）、
第
五
章
「『
通
鑑
』
の
イ
ン
ブ
リ
ー
ド
―
―
「
綱
鑑
」」
参
照
。

（
63
）『
歴
史
綱
鑑
補
』、袁
黄
輯
、三
九
巻
首
一
巻
、万
暦
三
八
年
（
一
六
〇
六

年
）
序
。
同
様
に
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
の
体
例
に
倣
っ
て
、
太
古
か

ら
元
末
ま
で
の
歴
史
を
記
す
。「
三
皇
紀
」
か
ら
「
元
紀
」
ま
で
の
二
五

紀
か
ら
成
る
。
袁
黄 

（
一
五
三
三
―
一
六
〇
六
年
）
は
、
号
が
了
凡
、
著

に
『
陰
騭
録
』
等
。

（
64
）
胡
致
堂
（
一
〇
九
八
―
一
一
五
六
年
）、
名
が
寅
、
著
に
『
読
史
管
見
』
等
。

（
65
）
邱
瓊
山
ま
た
は
丘
瓊
山
（
一
四
二
一
―
一
四
九
五
年
）、
名
が
濬
、
著

に
『
世
史
正
綱
』、『
大
学
衍
義
補
』
等
。

（
66
）
林
西
仲
、
名
が
雲
銘
か
。
林
雲
銘
（
生
没
年
不
詳
）、
字
が
西
仲
、
順

治
一
五
年
（
一
六
五
八
年
）
の
進
士
、
著
に
『
挹
奎
樓
文
集
』
等
。

（
67
）
原
文
は
「
足
以
範
億
劫
恒
河
沙
世
界
」。「
恒
河
沙
」
は
、
数
が
無
限
に

多
い
こ
と
の
た
と
え
。

（
68
）
以
上
、『
資
治
通
鑑
』
に
つ
い
て
、『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
四
七
の
同
書
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解
題
に
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。

（
69
）
注
（
5
）
参
照
。

（
70
）
袁
枢
撰
。
袁
枢
（
一
一
三
一
―
一
二
〇
五
年
）、
字
が
機
仲
、
紀
事
本

末
体
を
創
始
し
た
。

（
71
）
陳
邦
瞻
撰
『
宋
史
紀
事
本
末
』、
同
撰
『
元
史
紀
事
本
末
』、
谷
応
泰
撰

『
明
史
紀
事
本
末
』
を
指
す
。

（
72
）「
紀
伝
」
の
誤
り
か
。
注
（
73
）
参
照
。

（
73
）『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
四
九
「
通
鑑
紀
事
本
末
」
に
、「
案
〔
中
略
〕
自

漢
以
来
、
不
過
紀
伝
編
年
両
法
、
乗
除
互
用
。
然
紀
伝
之
法
、
或
一
事
而

複
見
数
篇
、
賓
主
莫
辨
。
編
年
之
法
、
或
一
事
而
隔
越
数
巻
、
首
尾
難
稽
。

枢
乃
自
出
新
意
、
因
司
馬
光
資
治
通
鑑
、
区
別
門
目
、
以
類
排
纂
、
毎
事

各
詳
起
訖
。〔
中
略
〕
包
括
数
千
年
事
蹟
、
経
緯
明
晰
、
節
目
詳
具
、
前

後
始
末
、
一
覧
了
然
、
遂
使
紀
伝
編
年
貫
通
為
一
、
実
前
古
之
所
未
見
也
」

と
見
え
る
。

二
、
日
本
人
が
真
心
か
ら
中
国
を

　
　
　
　

保
全
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
論
ず）

1
（

日
清
戦
争
以
来
、
時
局
は
急
を
告
げ
、
西
洋
の
勢
力
が
次
第
に
東
洋

へ
と
及
び
、
そ
の
勢
い
は
燎
原
の
火
の
よ
う
で
あ
る
。
暗
愚
の
極
み

で
、
中
国
と
外
国
の
情
勢
に
暗
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
速
や
か
に
日
中

が
連
携
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
な
い
も
の
は
い
な
い
。
と
は
い
え
、
日
中

が
連
携
す
べ
き
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
て
も
、
付
和
雷
同
し
て
他
人

の
口
ま
ね
を
し
て
い
る
ば
か
り
で
、
最
終
的
に
目
指
す
と
こ
ろ
が
定
ま

ら
ず
、
た
だ
傍
観
し
て
慌
て
て
い
る
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
疑
い
が
つ

の
っ
て
い
る
。
ひ
そ
か
に
恐
れ
る
の
は
、
こ
の
状
態
が
長
く
続
い
て
、

そ
の
熱
意
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
昔
の
状
態
が
再
び
き
ざ
し
て
く
れ

ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
情
勢
が
弛
緩
し
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
な
し
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
私
は
日
本
人

が
熱
心
に
中
国
を
保
全
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
英
米
各
国
が
下
心
を
抱

い
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
述
べ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
中
国
人
の
惑
い
を
払
う
こ
と
と
し
た
い
。

今
中
国
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
西
洋
文
明
の
政

治
・
学
問
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
を
日
び
中
国
人
の
脳
裏
に
注
ぎ
入
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
飛
躍
的
進
歩
を
目
指
す
志
を
啓
発
す
る
こ
と
が
、
貴
重

な
人
材
獲
得
の
近
道
で
あ
る）

2
（

。
な
ぜ
か
。
中
国
人
が
次
第
に
西
洋
の
学

問
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
香
港
に
大
学
堂
を
設

立
し
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
設
立
し
た
学
堂
は
、

た
だ
彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
に
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
も
の
に

過
ぎ
ず
、
そ
の
目
的
は
も
と
よ
り
中
国
の
た
め
に
配
慮
さ
れ
て
い
な

い
。
ゆ
え
に
彼
ら
が
教
え
る
の
は
言
語
の
読
み
書
き
程
度
の
瑣
末
な
も

の
に
過
ぎ
ず
、
政
治
・
学
問
の
よ
う
な
大
事
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
他
の
宣
教
師
が
設
立
し
た
学
堂
も
、
上
海
や
鎮
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江
、
武
漢
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
彼
ら
の
い
わ
ゆ

る
西
学
は
、
天
主
か
イ
エ
ス
の
経
典
を
う
ん
う
ん
唸
る
ば
か
り
で
、
い

わ
ゆ
る
中
学
を
ま
じ
え
る
と
い
う
の
も
、
軽
薄
卑
俗
な
八
股
文
の
参
考

書）
3
（

程
度
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
図
も
だ
ん
だ
ん
と
人
々
の
宗
教

を
憎
む
心
を
や
わ
ら
げ
、
互
い
に
平
穏
無
事
に
過
ご
す
こ
と
だ
け
で
あ

る
。
聡
明
で
屈
強
な
子
弟
や
名
門
の
家
柄
の
も
の
で
、
彼
ら
の
仲
間
に

な
ろ
う
と
願
う
者
は
も
と
よ
り
滅
多
に
い
な
い
。〔
し
た
が
っ
て
〕
こ

れ
に
よ
っ
て
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
望
む
の
は
、
ほ
と
ん
ど
砂
を
蒸
し

て
飯
に
し
た
り
、
木
に
縁
り
て
魚
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
学
問
を
な
す
上
で
尊
ば
れ
る
の
は
、
政
治
、
法
律
、
倫
理
、
科

学）
4
（

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
上
を
安
定
し
、
下
を
保
全
し
、
隣
国
と
交

わ
り
、
人
民
を
治
め
る
た
め
の
備
え
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
仲
介
人
で
あ
る
宣
教
師）

5
（

が
国
中
に
遍
き
、
信
徒
と
と
も
に

思
う
存
分
そ
の
教
え
を
中
国
の
一
八
省
に
宣
伝
し
、
中
国
人
に
決
し
て

西
学
と
は
何
か
を
知
ら
せ
ず
に
、
な
お
誇
ら
し
げ
に
世
界
に
向
か
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
は
中
国
の
た
め
に
風
気
を
開
き
、
文
明
を
推
進
し
た
、

と
叫
ん
で
い
る
の
は
、
三
尺
の
子
ど
も
を
騙
そ
う
と
思
っ
て
も
そ
れ
は

難
し
い
。
ま
し
て
や
ど
う
し
て
有
識
者
の
一
睨
に
た
え
ら
れ
よ
う
か
。

大
日
本
志
士
が
中
国
に
贈
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
、
政
治
学
、
経
済

学
、
哲
学
、
社
会
学
が
専
ら
で
あ
り
、
し
か
も
中
国
二
千
余
年
の
教
え

に
毫
も
妨
げ
と
な
ら
ず
、
末
節
を
捨
て
、
根
本
を
求
め
、
短
所
を
捨

て
、
長
所
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
天
が
将
来
両
国
合
邦
の
局
面

を
成
す
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
の
東
漸
を
ふ
さ
ぐ
一
つ

の
大
き
な
か
な
め
で
あ
る
。

あ
る
人
が
言
う
こ
と
に
は
、
最
近
、
中
国
人
が
だ
ん
だ
ん
と
外
国
の

こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
広
学
会）

6
（

が
翻
訳
し
た
書
物
が
実
に

そ
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
が
新
学

に
何
の
功
績
も
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
か
、
と
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
言

う
に
は
、
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
私
が
見
る
と

こ
ろ
、
中
国
人
の
大
病
は
、
科
挙
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
名
誉
と
利
益
に

心
を
惑
わ
し
て
ば
か
り
で
、
一
つ
二
つ
の
時
務
に
関
わ
る
表
面
的
な
言

葉
を
引
き
写
し
て
き
て
は
、
科
挙
で
名
声
を
得
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
広
学
会
は
こ
れ
に
乗
じ
て
退
廃
的

な
風
潮
を
広
め
、
一
儲
け
し
よ
う
と
す
る
愚
民
は
そ
れ
が
醜
く
卑
し
い

こ
と
で
あ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
中
日
戦
紀
本

末
』
中
の
「
広
学
会
記
」
に
「
時
務
試
験
予
想
秘
伝
書
の
提
要
を
附

す
」
云
々
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
は）

7
（

、
こ
れ
ら
広
学
会
の
書
物
が
い
ず

れ
も
科
挙
試
験
の
答
え
を
予
想
す
る
た
め
に
こ
し
ら
え
ら
れ
た
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
泰
西
新
史
攬
要
提
要
」（『
中
日
戦
紀
』
に
見
え

る
）
に
は
、「
お
よ
そ
こ
の
書
を
熟
読
し
た
も
の
は
、
時
務
試
験
の
論
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文
を
作
成
し
、
典
故
の
引
用
、
運
用
を
行
う
際
、
正
確
か
つ
根
拠
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う）

8
（

。
あ
あ
、
そ
の
卑
し
く
瑣
末
な
見
方
は
、

書
物
の
端
々
に
表
れ
、
そ
の
意
図
を
探
る
と
本
当
に
噴
飯
も
の
で
あ

る
。
も
し
た
だ
中
国
人
に
西
学
の
表
面
的
な
知
識
ば
か
り
を
追
い
求
め

さ
せ
、
科
挙
試
験
場
の
筆
写
係
に
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば）

9
（

、
ど
う
し
て

〔
西
学
書
は
〕
書
坊
の
『
経
籍
備
纂）

10
（

』、『
策
学
大
成）

11
（

』、『
事
類
統
編）

12
（

』、

『
四
書
典
林）

13
（

』
と
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
去
年
、
風
気
が
た
ま
た
ま
開

け
、『
西
学
通
考）

14
（

』、『
時
務
通
考）

15
（

』
と
い
っ
た
種
々
の
で
た
ら
め
で
、

一
儲
け
し
よ
う
と
す
る
書
籍
が
天
下
に
溢
れ
た
の
も
怪
し
む
に
足
り
な

い
。
そ
も
そ
も
広
学
会
が
創
設
さ
れ
た
趣
旨
か
ら
し
て
、
そ
の
目
的
が

人
々
に
科
挙
試
験
対
策
の
た
め
の
秘
伝
書
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
こ
と
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
材
育
成
の
結
果
は
ほ
ぼ
見
当
が
つ

く
。
ま
し
て
や
、
去
年
、
皇
上
が
毅
然
と
し
て
変
法
を
行
お
う
と
し
、

各
省
に
大
小
学
堂
を
設
立
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
税
務
司
ハ
ー
ト）

16
（

が
総

理
衙
門）

17
（

に
書
簡
を
送
り
、
努
め
て
こ
れ
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
中
国
に
は
す
で
に
同
文
館
、
方
言

館
、
水
陸
師
学
堂
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
さ
ら
に
次
々
と
設
立
し
て
、
物

議
を
醸
そ
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た）

18
（

。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス

人
が
中
国
人
の
民
智
が
大
い
に
開
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
分
割
の
局

面
が
妨
げ
ら
れ
る）

19
（

の
を
欲
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
自
ら
腹
の
底
を

掲
げ
て
天
下
に
示
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
他
、
ロ
シ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
学
堂
を
設
置
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
目
的
も
い
ず
れ
も
中
国
人
に
彼
ら
の
言
語
に
通
じ
さ

せ
、
そ
の
も
と
も
と
の
性
質
を
変
え
、
将
来
彼
ら
の
た
め
に
奔
走
す
る

人
材
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
明
ら
か
で
疑
い
え
な
い
の

は
、
た
だ
日
本
人
が
最
近
設
立
し
た
学
堂
だ
け
が
、
い
ず
れ
も
教
育
、

政
治
、
経
済
、
哲
学
、
社
会
か
ら
始
め
、
は
じ
め
て
〔
学
生
を
〕
仲
介

人
の
材
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
省
か

ら
派
遣
さ
れ
た
子
弟
で
東
京
に
留
学
し
た
も
の
は
、
日
本
人
も
彼
ら
と

深
く
交
わ
り
、
彼
ら
を
自
立
の
気
風
に
染
ま
ら
せ
、
西
洋
諸
国
の
奴
隷

に
甘
ん
じ
る
性
質
を
徐
々
に
あ
ら
た
め
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
欧
米
文
明
の
学
術
を
学
び
つ
く
す
と
ま
で
は

言
え
な
い
が
、
基
礎
が
す
で
に
固
ま
れ
ば
、
発
展
は
際
限
な
く
、
も
と

よ
り
か
の
虎
視
眈
々
と
し
て
、
日
々
ほ
し
い
ま
ま
に
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し

て
い
る
も
の
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
国
が
亡
ぶ
ゆ
え
ん
は
、
人
材
が
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
人
材

が
失
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
学
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
、
日
本
人
は
熱

心
に
ア
ジ
ア
を
保
全
し
、
中
国
国
民
の
精
神
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
に
、
中
国
人
は
な
お
競
っ
て
学
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〔
日
本
人

と
〕
手
を
携
え
て
賢
者
の
仲
間
に
加
わ
ろ
う）

20
（

と
し
な
い
が
ご
と
き
で
あ
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る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
甚
だ
し
く
は
ひ
そ
か
に
憶
測
を
た
く
ま
し
く
し

て
、
日
本
人
は
中
国
人
を
誘
惑
し
て
彼
ら
の
徒
党
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
言
い
あ
っ
て
い
る
。
あ
あ
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
現
れ
る
の
は
、

ま
っ
た
く
自
ら
の
名
誉
を
大
切
に
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
ま
た
東
ア
ジ

ア
の
大
勢
に
暗
い
が
た
め
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
も
の
に
い
た
っ
て
は
、

日
本
人
の
学
術
は
、
彼
ら
が
欧
米
か
ら
得
た
の
は
一
〇
分
の
七
、八
に

過
ぎ
ず
、
た
と
え
こ
れ
に
つ
き
し
た
が
っ
て
追
い
つ
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
方
法
は
迂
遠
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
言
は
道
理
に
か
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
欧
米
の
学
術
は
た
し
か
に
精
緻
で
は
あ

る
も
の
の
、〔
欧
米
が
〕
こ
れ
を
中
国
に
輸
出
し
よ
う
と
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
も
そ
も
中
国
の
人
物
は
卓
越

し
て
い
て
、
種
族
の
特
性
は
明
敏
で
あ
り
、
も
し
日
本
が
す
で
に
得
た

学
術
を
得
て
、
目
前
の
用
に
供
す
れ
ば
、
世
界
で
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な

し
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
日
本
か
ら
得
た
学
術
に
ま
す
ま
す
磨
き
を
か

け
、
次
第
に
欧
米
文
明
の
域
へ
と
到
達
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
一
変
し
て

道
義
が
実
現
し
た
世
界
に
至
る
時
が
こ
な
い
で
あ
ろ
う
か）

21
（

。
例
え
ば
、

百
里
の
道
が
こ
こ
に
あ
り
、
日
本
人
は
す
で
に
八
、九
〇
里
を
進
ん
で

い
る
。
中
国
人
は
途
中
か
ら
日
本
人
に
携
え
ら
れ
な
が
ら
と
も
に
進
め

ば
、
分
か
れ
道
で
道
に
迷
う
こ
と
を
避
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
く

知
っ
た
道
を
軽
々
と
進
む
こ
と
で
成
功
も
収
め
ら
れ
る
。
彼
ら
白
色
人

種
は
我
わ
れ
ア
ジ
ア
人
種
が
忽
然
と
し
て
太
平
洋
に
飛
躍
す
る
こ
と
を

望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
学
術
が
間
接
的
に
伝
わ
る
こ
と
ま

で
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
も
し
私
の
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
試
み
に
日
本
人
が
今
こ
こ
に
立
て
た

中
国
人
を
教
育
す
る
た
め
の
学
制
と
、
英
米
の
宣
教
師
が
立
て
た
学
制

と
を
、
相
互
に
比
較
参
照
し
て
み
る
が
よ
い
。
ど
ち
ら
が
本
物
で
ど
ち

ら
が
偽
物
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
が
着
実
で
ど
ち
ら
が
虚
妄
で
あ
る
か
。

必
ず
や
見
分
け
ら
れ
る
者
が
い
る
は
ず
で
あ
る）

22
（

。

訳
注

（
1
）
原
文
は
「
日
人
実
心
保
華
論
」。
以
下
、
原
文
で
は
「
華
」、「
中
」、

「
中
国
」、「
支
」、「
支
那
」
の
語
が
混
用
さ
れ
る
が
、
原
則
と
し
て
、「
中

国
」
と
訳
す
。

（
2
）
原
文
は
「
探
驪
得
珠
之
霊
捷
手
段
」。「
探
驪
得
珠
」
は
黒
竜
の
顎
の
下

を
探
っ
て
珠
玉
を
手
に
入
れ
る
こ
と
。
危
険
を
冒
し
て
大
き
な
利
益
を
得

る
た
と
え
。『
荘
子
』
列
御
寇
に
見
え
る
。

（
3
）
原
文
は
「
房
行
帖
括
」。「
房
行
」
は
「
房
稿
」
と
「
行
巻
」
の
並
称
で
、

科
挙
試
験
の
参
考
書
と
し
て
編
ま
れ
た
八
股
文
の
選
集
の
こ
と
。
顧
炎
武

『
日
知
録
』
巻
一
六
、「
十
八
房
」
に
見
え
る
。「
帖
括
」
は
唐
代
の
科
挙

試
験
の
「
明
経
」
科
の
た
め
に
作
ら
れ
た
教
典
。
明
清
時
代
に
は
一
般
に

八
股
文
を
指
す
。

（
4
）
原
文
は
「
政
事
、
律
例
、
倫
理
、
格
致
」。

（
5
）
原
文
は
「
僕
圉

儈
」。「
僕
圉
」
は
馬
を
飼
う
御
者
。『
墨
子
』
天
志
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下
に
見
え
る
。「

儈
」
は
仲
買
人
。『
漢
書
』
貨
殖
伝
に
見
え
る
。

（
6
）
一
八
七
七
年
に
上
海
に
設
立
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
を
中
心

と
し
た
啓
蒙
団
体
。
会
長
は
海
関
総
税
務
司
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
ト
（
英
、

Robert H
art

、
赫
徳
、
一
八
三
五
―
一
九
一
一
年
）、
督
弁
は
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（
英
、A

lexander W
illiam

son

、
韋
廉
臣
、

一
八
二
九
―
一
八
九
〇
年
）。
機
関
誌
『
万
国
公
報
』
等
を
発
行
。

（
7
）
原
文
は
「『
中
日
戦
紀
本
末
』
広
学
会
記
旁
注
附
考
試
時
務
揣
摩
秘
籍

紀
要
云
云
」。『
中
日
戦
紀
本
末
』
は
『
中
東
戦
紀
本
末
』
を
指
す
。
林
楽

知
訳
『
文
学
興
国
策
』（
広
学
会
、
一
八
九
六
年
、
関
西
大
学
蔵
）
に
は
、

「
中
東
戦
記
初
続
編
総
跋
」
と
と
も
に
「
広
学
会
記
」
一
巻
が
付
録
さ
れ
、

そ
の
巻
題
の
下
に
割
注
で
「
附
考
試
時
務
揣
摩
各
新
書
紀
要
」
と
記
さ
れ
る
。

（
8
）
原
文
は
「
凡
熟
読
是
書
者
、
作
為
時
務
策
論
、
隷
事
運
典
、
信
而
有

徴
」。
同
前
「
広
学
会
記
」
付
録
「
各
新
書
紀
要
」
中
の
「
泰
西
新
史
攬

要
二
十
四
巻
」
提
要
に
同
じ
一
節
が
見
え
る
。

（
9
）
原
文
は
「
為
場
屋
鈔
胥
之
用
」。

（
10
）『
策
学
備
纂
』
を
指
す
か
。
蔡
啓
盛
・
呉

炎
輯
、
三
二
巻
、（
上
海
）

点
石
斎
石
印
、
一
八
八
八
年
等
。

（
11
）『
策
学
総
纂
大
成
』、
蔡
寿
祺
撰
、
四
六
巻
目
録
二
巻
、（
北
京
）
出
版

者
不
詳
、
一
八
八
一
年
等
。

（
12
）
林
意
誠
輯
、
九
三
巻
、
南
海
林
氏
味
経
堂
、
一
八
三
九
年
等
。

（
13
）
江
永
撰
、
三
〇
巻
、

城
汪
氏
耡
経
斎
、
一
七
三
五
年
等
。

（
14
）
胡
兆
鸞
輯
、
三
六
巻
、
湖
南
刻
本
、
一
八
九
七
年
。

（
15
）
杞
廬
主
人
輯
、
三
一
巻
目
二
巻
、（
上
海
）
点
石
斎
石
印
、
一
八
九
七
年
。

（
16
）
総
税
務
司
は
中
国
の
海
関
行
政
の
長
官
。
一
八
五
八
年
天
津
条
約
付
属

条
項
に
よ
り
上
海
に
設
置
。
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
ト
が
第
二
代
総
税
務
司
。

（
17
）
総
理
各
国
事
務
衙
門
を
指
す
。
一
八
六
〇
年
天
津
条
約
が
批
准
さ
れ
、

外
交
を
管
掌
す
る
官
庁
と
し
て
翌
年
一
月
に
創
設
。
付
属
官
庁
と
し
て
同

文
館
（
外
国
語
等
の
教
育
機
関
）、
総
税
務
司
が
あ
る
。

（
18
）
出
典
不
詳
。『
湘
報
』、『
知
新
報
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
19
）
原
文
は
「
以
礙
其
瓜
分
之
局
」。

（
20
）
原
文
は
「
以
成
把
臂
入
林
之
雅
」。
竹
林
の
七
賢
の
故
事
を
ふ
ま
え
て

い
る
。

（
21
）
原
文
は
「
安
見
無
一
変
至
道
之
期
也
」。『
論
語
』
雍
也
に
「
斉
一
変
、

至
於
魯
。
魯
一
変
、
至
於
道
」
と
見
え
る
。

（
22
）
例
え
ば
、『
亜
東
時
報
』
六
号
（
一
八
九
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
開

設
東
亜
学
堂
啓
」
に
は
、
杭
州
の
本
願
寺
公
館
内
に
設
立
さ
れ
た
東
亜
学

堂
の
規
則
と
し
て
、「
第
一
条　

本
学
堂
為
中
国
培
植
人
材
起
見
、
亟
求

速
成
、
故
択
学
科
之
緊
要
者
、
先
授
焉
」、「
第
二
条　

本
学
堂
志
在
陶
淑

英
俊
、
以
興
中
国
、
故
不
取
修
羊
、
以
敦
睦
誼
焉
」
等
と
見
え
る
。

（
つ
ち
や　

ひ
ろ
し　

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
准
教
授

お
う　

て
ん
き
ょ
う　
　

同
大
学
同
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学
生

こ
う　

じ
ゃ
く
え
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右

か
し
ま　

り
な　
　
　
　

同
大
学
同
研
究
科
博
士
前
期
課
程
学
生

は
ん　

よ
う
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右

ふ　

う
ど
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
右

き
し　

ふ
み
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
大
学
文
学
部
学
生
）


